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目次

				質問番号		設問文		軸
質問番号		表肩
質問番号		n%表		%表		n表

				Q1S5		Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP001		P001		N001

				Q2S1		Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP002		P002		N002

				Q2S2		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）		Q1S2				NP003		P003		N003

				Q2S2-2-F		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度		Q1S2				NP004		P004		N004

				Q2S4		Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。		Q1S2				NP005		P005		N005

				Q2S5		Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP006		P006		N006

				Q2S6		Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。		Q1S2				NP007		P007		N007

				Q3S1		Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP008		P008		N008

				Q3S3		Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。		Q1S2				NP009		P009		N009

				Q4S1		Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP010		P010		N010

				Q4S2		Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）		Q1S2				NP011		P011		N011

				Q4S3		Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP012		P012		N012

				Q4S5		Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP013		P013		N013

				Q5S1		Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP014		P014		N014

				Q5S2		Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）		Q1S2				NP015		P015		N015

				Q6S8		Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP016		P016		N016

				Q6S7		Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。		Q1S2				NP017		P017		N017

				Q6S6		Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。		Q1S2				NP018		P018		N018

				Q6S4		Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。		Q1S2				NP019		P019		N019

				Q6S2		Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）		Q1S2				NP020		P020		N020
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部局×認知・DL

				■クロス集計表(%表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								知っている		知らない

				部門		環境部局
（n=759）		26.6		73.4

						企画部局
（n=254）		27.6		72.4

						産業部局
（n=255）		14.9		85.1

						その他
（n=5）		40.0		60.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								平均値		最小値		最大値

				全体				2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0.00		0.00		0.00

						その他：		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								紹介した		紹介していない

				全体				16.7		83.3

				部門		環境部局		16.3		83.7

						企画部局		18.6		81.4

						産業部局		15.8		84.2

						その他：		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				部門		環境部局
（n=759）		10.1		89.9

						企画部局
（n=254）		10.6		89.4

						産業部局
（n=255）		5.1		94.9

						その他
（n=5）		0.0		100.0

																				38.0%

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4

						産業部局		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない								活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9				部門		環境部局
（n=759）		70.1		29.9

						企画部局
（n=254）		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8						企画部局
（n=254）		85.2		14.8

						産業部局
（n=255）		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1						産業部局
（n=255）		76.9		23.1

						その他
（n=5）		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0						その他
（n=5）		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他：		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								実施している		実施していない

				全体				13.7		86.3

				部門		環境部局		15.7		84.3

						企画部局		10.2		89.8

						産業部局		11.4		88.6

						その他：		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他：		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				27.5		72.5

				部門		環境部局		12.1		87.9

						企画部局		39.8		60.2

						産業部局		61.2		38.8

						その他：		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								知っている		知らない

				全体				51.6		48.4

				部門		環境部局		30.7		69.3

						企画部局		93.7		6.3

						産業部局		71.8		28.2

						その他：		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他：		60.0		20.0		0.0		20.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	


知っている	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	26.613965744401	27.559055118109999	14.901960784313999	知らない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	73.386034255599	72.440944881890005	85.098039215686001	







ダウンロードしている	







環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	10.1	10.6	5.0999999999999996	ダウンロードしていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	89.9	89.4	94.9	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	70.129870129870895	85.185185185186	76.923076923076991	0	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	0	







出力した資料を見たことがある者がいる	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	25.974025974025999	29.629629629629999	23.076923076922998	出力した資料を課内で供覧した	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	28.571428571428999	37.037037037037003	23.076923076922998	出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	11.688311688312	18.518518518518999	30.769230769231001	その他	



環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.8961038961039001	0	0	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	









部局×活用

				■クロス集計表(n表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		312		961

				部門		環境部局		759		202		557

						企画部局		254		70		184

						産業部局		255		38		217

						その他：		5		2		3

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

						その他：		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				185		41		95		58		13

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

						企画部局		14		3		1		9		1

						産業部局		6		2		0		4		1

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

				部門		環境部局		202		33		169

						企画部局		70		13		57

						産業部局		38		6		32

						その他：		2		0		2

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				52		11		32		23		9

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

						企画部局		13		5		3		9		3

						産業部局		6		1		6		0		0

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

				部門		環境部局		202		77		125

						企画部局		70		27		43

						産業部局		38		13		25

						その他：		2		0		2

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				117		72		27		10		35		5

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

						企画部局		27		18		9		1		5		2

						産業部局		13		12		6		0		0		1

						その他：		0		0		0		0		0		0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他：		ダウンロードしたものの、利用できていない				知らない		ダウンロードしていない

				全体				117		31		35		18		3		30				961		195

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23				557		125				759

						企画部局		27		8		10		5		0		4				184		43				254

						産業部局		13		3		3		4		0		3				217		25				255

						その他：		0		0		0		0		0		0				3		2				5

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				1273		18		1255

				部門		環境部局		759		9		750

						企画部局		254		5		249

						産業部局		255		4		251

						その他：		5		0		5



				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				部門		環境部局
（n=759）		1.2%		98.8%

						企画部局
（n=254）		2.0%		98.0%

						産業部局
（n=255）		1.6%		98.4%										11.9%

						その他
（n=5）		0.0%		100.0%										18.9%

																				31.4%

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない		ダウンロードしたものの、利用できていない		知らない		ダウンロードしていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38		30		961		195

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29		23		557		125		759

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7		4		184		43

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2		3		217		25

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局		759		25		734

						企画部局		254		16		238

						産業部局		255		8		247

						その他		5		0		5



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		100.0%		3.3%		96.7%

						企画部局
（n=254）		100.0%		6.3%		93.7%

						産業部局
（n=255）		100.0%		3.1%		96.9%

						その他		100.0%		0.0%		100.0%



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				87		59		50		49		35

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

						企画部局		23		17		15		8		16

						産業部局		10		8		10		2		4

						その他：		0		0		0		0		0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

						その他：		0		0		0		0		0		0		0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

						その他：		2		0		0		1		1		1		0		0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

						その他：		2		0		0		0		1		1

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

				部門		環境部局		759		119		640

						企画部局		254		26		228

						産業部局		255		29		226

						その他：		5		1		4

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

				部門		環境部局		759		71		212		361		115

						企画部局		254		72		123		54		5

						産業部局		255		100		98		54		3

						その他：		5		1		1		3		0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

				部門		環境部局		759		92		667

						企画部局		254		101		153

						産業部局		255		156		99

						その他：		5		1		4

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

				部門		環境部局		759		233		526

						企画部局		254		238		16

						産業部局		255		183		72

						その他：		5		3		2

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

						企画部局		254		210		106		75		6

						産業部局		255		208		59		60		10

						その他：		5		3		1		0		1



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	


出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	1.1857707509881422E-2	1.968503937007874E-2	1.5686274509803921E-2	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.98814229249011853	0.98031496062992129	0.98431372549019602	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.2938076416337288E-2	6.2992125984251968E-2	3.1372549019607843E-2	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.96706192358366272	0.93700787401574803	0.96862745098039216	









部局別

				■クロス集計表(n%表)				＊■は各表側の1位、■は各表側の2位、■は各表側の3位（以降の表も同様） カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ イコウ ヒョウ ドウヨウ

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		759		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		254		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		255		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		5		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

								100.0		59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

								100.0		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

								100.0		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

								100.0		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会		環境省のホームページ		その他

				全体				185		41		95		58		13

								100.0		22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

								100.0		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		14		3		1		9		1

								100.0		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		6		2		0		4		1

								100.0		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		202		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		70		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		38		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他

				全体				52		11		32		23		9

								100.0		21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

								100.0		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		13		5		3		9		3

								100.0		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		6		1		6		0		0

								100.0		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

								100.0		37.5		62.5

				部門		環境部局		202		77		125

								100.0		38.1		61.9

						企画部局		70		27		43

								100.0		38.6		61.4

						産業部局		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他

				全体				117		72		27		10		35		5

								100.0		61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

								100.0		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		27		18		9		1		5		2

								100.0		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4		10.3

						産業部局		13		12		6		0		0		1

								100.0		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				117		31		35		18		3		30

								100.0		26.5		29.9		15.4		2.6		25.6

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23

								100.0		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9

						企画部局		27		8		10		5		0		4

								100.0		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8

						産業部局		13		3		3		4		0		3

								100.0		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

								100.0		1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

								100.0		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

								100.0		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

								100.0		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38

								100.0		47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				全体				49		41		11		1		11		3		3		2

								100.0		0.8367_xa		0.2245_xa		0.0204_xa		0.2245_xa		0.0612_xa		0.0612_xa		0.0408_xa

				部門		環境部局		25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画部局		16		14		3		0		2		0		1		2

								100.0		0.8750_xa		0.1875_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0625_xa		0.1250_xa

						産業部局		8		8		3		0		0		1		2		0

								100.0		1.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.2500_xa		0.0000_xa

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済		地域のエネルギー消費		地域の概況

				全体				87		59		50		49		35

								100.0		67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

								100.0		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		23		17		15		8		16

								100.0		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		10		8		10		2		4

								100.0		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

								100.0		3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

								100.0		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

								100.0		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

								100.0		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

								100.0		48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

								100.0		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

								100.0		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

								100.0		54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

								100.0		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

								100.0		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

								100.0		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

								100.0		13.7		86.3

				部門		環境部局		759		119		640

								100.0		15.7		84.3

						企画部局		254		26		228

								100.0		10.2		89.8

						産業部局		255		29		226

								100.0		11.4		88.6

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

								100.0		19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		759		71		212		361		115				0.372859025

								100.0		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		254		72		123		54		5				0.7677165354

								100.0		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		255		100		98		54		3				0.7764705882

								100.0		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他		5		1		1		3		0

								100.0		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

								100.0		27.5		72.5

				部門		環境部局		759		92		667

								100.0		12.1		87.9

						企画部局		254		101		153

								100.0		39.8		60.2

						産業部局		255		156		99

								100.0		61.2		38.8

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

								100.0		51.6		48.4

				部門		環境部局		759		233		526

								100.0		30.7		69.3

						企画部局		254		238		16

								100.0		93.7		6.3

						産業部局		255		183		72

								100.0		71.8		28.2

						その他		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

								100.0		77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

								100.0		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		254		210		106		75		6

								100.0		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		255		208		59		60		10

								100.0		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他		5		3		1		0		1

								100.0		60.0		20.0		0.0		20.0

				Q3-2.自動作成ツールをダウンロードする際の課題はありましたか。

				SA

								ｎ		ある		ない

				全体				117		29		88

								100.0		24.8		75.2

				部門		環境部局		77		15		62

								100.0		19.5		80.5

						企画部局		27		11		16

								100.0		40.7		59.3

						産業部局		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0



				Q4-4.自動作成ツールを活用する際に有識者または関係団体の支援を受けましたか。

				SA

								ｎ		受けた		受けていない

				全体				87		5		82

								100.0		5.7		94.3

				部門		環境部局		54		2		52

								100.0		3.7		96.3

						企画部局		23		2		21

								100.0		8.7		91.3

						産業部局		10		1		9

								100.0		10.0		90.0

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0
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部局×クロス軸×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		142		8		134

								100.0		5.6		94.4

						1～3万人未満		176		21		155

								100.0		11.9		88.1

						3～5万人未満		119		31		88

								100.0		26.1		73.9

						5～10万人未満		141		41		100

								100.0		29.1		70.9

						10～20万人未満		89		39		50

								100.0		43.8		56.2

						20～50万人未満		66		45		21

								100.0		68.2		31.8

						50万人以上		26		17		9

								100.0		65.4		34.6

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		17		5		12

								100.0		29.4		70.6

						指定都市		13		9		4

								100.0		69.2		30.8

						中核市		43		34		9

								100.0		79.1		20.9

						施行時特例市		17		10		7

								100.0		58.8		41.2

						その他の市		360		122		238

								100.0		33.9		66.1

						町村		309		22		287

								100.0		7.1		92.9

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		45		7		38

								100.0		15.6		84.4

						80以上90未満		283		67		216

								100.0		23.7		76.3

						90以上100未満		405		124		281

								100.0		30.6		69.4

						100以上110未満		21		4		17

								100.0		19.0		81.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		335		116		219

								100.0		34.6		65.4

						実施していない		424		86		338

								100.0		20.3		79.7

				地域経済循環の重視		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		92		40		52

								100.0		43.5		56.5

						企画又は実施していない		667		162		505

								100.0		24.3		75.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		119		61		58

								100.0		51.3		48.7

						実施していない		640		141		499

								100.0		22.0		78.0

				RESASの認知		知っている		233		137		96

								100.0		58.8		41.2

						知らない		526		65		461

								100.0		12.4		87.6

				部局間連携		普段から情報共有をしている		564		152		412

								100.0		27.0		73.0

						連携して施策を検討している		170		56		114

								100.0		32.9		67.1

						連携して施策を実施している		108		36		72

								100.0		33.3		66.7

						連携していない		82		15		67

								100.0		18.3		81.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・全体				254		70		184

								100.0		27.6		72.4

				S1.人口区分		1万人未満		45		11		34

								100.0		24.4		75.6

						1～3万人未満		47		7		40

								100.0		14.9		85.1

						3～5万人未満		31		11		20

								100.0		35.5		64.5

						5～10万人未満		53		20		33

								100.0		37.7		62.3

						10～20万人未満		36		5		31

								100.0		13.9		86.1

						20～50万人未満		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						50万人以上		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

				FLAG4		特別区		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						指定都市		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						中核市		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						施行時特例市		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

						その他の市		122		38		84

								100.0		31.1		68.9

						町村		93		18		75

								100.0		19.4		80.6

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		14		3		11

								100.0		21.4		78.6

						80以上90未満		99		25		74

								100.0		25.3		74.7

						90以上100未満		131		41		90

								100.0		31.3		68.7

						100以上110未満		7		1		6

								100.0		14.3		85.7

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		201		55		146

								100.0		27.4		72.6

						実施していない		53		15		38

								100.0		28.3		71.7

				地域経済循環の重視		重視している		72		23		49

								100.0		31.9		68.1

						やや重視している		123		38		85

								100.0		30.9		69.1

						あまり重視していない		54		8		46

								100.0		14.8		85.2

						重視していない		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		101		29		72

								100.0		28.7		71.3

						企画又は実施していない		153		41		112

								100.0		26.8		73.2

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						実施していない		228		60		168

								100.0		26.3		73.7

				RESASの認知状況		知っている		238		68		170

								100.0		28.6		71.4

						知らない		16		2		14

								100.0		12.5		87.5

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		210		53		157

								100.0		25.2		74.8

						連携して施策を検討している		106		31		75

								100.0		29.2		70.8

						連携して施策を実施している		75		19		56

								100.0		25.3		74.7

						連携していない		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				産業部局・全体				255		38		217

								100.0		14.9		85.1

				S1.人口区分		1万人未満		42		1		41

								100.0		2.4		97.6

						1～3万人未満		47		6		41

								100.0		12.8		87.2

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		65		10		55

								100.0		15.4		84.6

						10～20万人未満		34		6		28

								100.0		17.6		82.4

						20～50万人未満		25		9		16

								100.0		36.0		64.0

						50万人以上		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

				FLAG4		特別区		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						指定都市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						中核市		17		4		13

								100.0		23.5		76.5

						施行時特例市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						その他の市		130		24		106

								100.0		18.5		81.5

						町村		90		5		85

								100.0		5.6		94.4

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		15		0		15

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		103		10		93

								100.0		9.7		90.3

						90以上100未満		128		28		100

								100.0		21.9		78.1

						100以上110未満		6		0		6

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		203		31		172

								100.0		15.3		84.7

						実施していない		52		7		45

								100.0		13.5		86.5

				地域経済循環の重視		重視している		100		20		80

								100.0		20.0		80.0

						やや重視している		98		12		86

								100.0		12.2		87.8

						あまり重視していない		54		6		48

								100.0		11.1		88.9

						重視していない		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		156		26		130

								100.0		16.7		83.3

						企画又は実施していない		99		12		87

								100.0		12.1		87.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						実施していない		226		28		198

								100.0		12.4		87.6

				RESASの認知状況		知っている		183		38		145

								100.0		20.8		79.2

						知らない		72		0		72

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		208		30		178

								100.0		14.4		85.6

						連携して施策を検討している		59		7		52

								100.0		11.9		88.1

						連携して施策を実施している		60		14		46

								100.0		23.3		76.7

						連携していない		10		0		10

								100.0		0.0		100.0

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				その他：・全体				5		2		3

								100.0		40.0		60.0

				S1.人口区分		1万人未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						町村		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						80以上90未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						90以上100未満		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						やや重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						あまり重視していない		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						企画又は実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				RESASの認知状況		知っている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						連携して施策を検討している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】重視×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局 カンキョウ ブキョク				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】人口×重視

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知っている				202		40		162

								100.0		19.8		80.2

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						10～20万人未満		39		6		33

								100.0		15.4		84.6

						20～50万人未満		45		10		35

								100.0		22.2		77.8

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知らない・全体				557		52		505

								100.0		9.3		90.7

				S1.人口区分		1万人未満		134		12		122

								100.0		9.0		91.0

						1～3万人未満		155		8		147

								100.0		5.2		94.8

						3～5万人未満		88		12		76

								100.0		13.6		86.4

						5～10万人未満		100		9		91

								100.0		9.0		91.0

						10～20万人未満		50		4		46

								100.0		8.0		92.0

						20～50万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						50万人以上		9		4		5

								100.0		44.4		55.6

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知っている				202		29		66		80		27

								100.0		14.4		32.7		39.6		13.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		1		3		3		1

								100.0		12.5		37.5		37.5		12.5

						1～3万人未満		21		1		8		11		1

								100.0		4.8		38.1		52.4		4.8

						3～5万人未満		31		3		8		16		4

								100.0		9.7		25.8		51.6		12.9

						5～10万人未満		41		6		6		21		8

								100.0		14.6		14.6		51.2		19.5

						10～20万人未満		39		6		14		12		7

								100.0		15.4		35.9		30.8		17.9

						20～50万人未満		45		6		19		14		6

								100.0		13.3		42.2		31.1		13.3

						50万人以上		17		6		8		3		0

								100.0		35.3		47.1		17.6		0.0



								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知らない・全体				557		42		146		281		88

								100.0		7.5		26.2		50.4		15.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		134		12		40		59		23

								100.0		9.0		29.9		44.0		17.2

						1～3万人未満		155		12		33		86		24

								100.0		7.7		21.3		55.5		15.5

						3～5万人未満		88		4		32		42		10

								100.0		4.5		36.4		47.7		11.4

						5～10万人未満		100		4		25		53		18

								100.0		4.0		25.0		53.0		18.0

						10～20万人未満		50		7		7		28		8

								100.0		14.0		14.0		56.0		16.0

						20～50万人未満		21		1		3		13		4

								100.0		4.8		14.3		61.9		19.0

						50万人以上		9		2		6		0		1

								100.0		22.2		66.7		0.0		11.1

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				知っている				202		61		141

								100.0		30.2		69.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		1		20

								100.0		4.8		95.2

						3～5万人未満		31		7		24

								100.0		22.6		77.4

						5～10万人未満		41		9		32

								100.0		22.0		78.0

						10～20万人未満		39		16		23

								100.0		41.0		59.0

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		13		4

								100.0		76.5		23.5

								ｎ		実施している		実施していない

				知らない・全体				557		58		499

								100.0		10.4		89.6

				S1.人口区分		1万人未満		134		8		126

								100.0		6.0		94.0

						1～3万人未満		155		12		143

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		88		7		81

								100.0		8.0		92.0

						5～10万人未満		100		14		86

								100.0		14.0		86.0

						10～20万人未満		50		9		41

								100.0		18.0		82.0

						20～50万人未満		21		5		16

								100.0		23.8		76.2

						50万人以上		9		3		6

								100.0		33.3		66.7



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				71		29		42

								100.0		40.8		59.2

				S1.人口区分		1万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

						5～10万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						10～20万人未満		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		7		6		1

								100.0		85.7		14.3

						50万人以上		8		6		2

								100.0		75.0		25.0

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				212		66		146

								100.0		31.1		68.9

				S1.人口区分		1万人未満		43		3		40

								100.0		7.0		93.0

						1～3万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						3～5万人未満		40		8		32

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		31		6		25

								100.0		19.4		80.6

						10～20万人未満		21		14		7

								100.0		66.7		33.3

						20～50万人未満		22		19		3

								100.0		86.4		13.6

						50万人以上		14		8		6

								100.0		57.1		42.9



								ｎ		知っている		知らない

				環境部局・重視している＆やや重視している カンキョウ ブキョク ジュウシ				283		95		188

								100.0		0.3357_xa		0.6643_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		56		4		52

								100.0		0.0714_xa		0.9286_xa				36

						1～3万人未満		54		9		45				0.3789473684

								100.0		0.1667_xa		0.8333_xa

						3～5万人未満		47		11		36

								100.0		0.2340_xa		0.7660_xa

						5～10万人未満		41		12		29				59

								100.0		0.2927_xa		0.7073_xa				62.1052631578947000%

						10～20万人未満		34		20		14

								100.0		0.5882_xa		0.4118_xa

						20～50万人未満		29		25		4

								100.0		0.8621_xa		0.1379_xa

						50万人以上		22		14		8

								100.0		0.6364_xa		0.3636_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				361		80		281

								100.0		22.2		77.8

				S1.人口区分		1万人未満		62		3		59

								100.0		4.8		95.2

						1～3万人未満		97		11		86

								100.0		11.3		88.7

						3～5万人未満		58		16		42

								100.0		27.6		72.4

						5～10万人未満		74		21		53

								100.0		28.4		71.6

						10～20万人未満		40		12		28

								100.0		30.0		70.0

						20～50万人未満		27		14		13

								100.0		51.9		48.1

						50万人以上		3		3		0

								100.0		100.0		0.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				115		27		88				0.224789916

								100.0		23.5		76.5

				S1.人口区分		1万人未満		24		1		23

								100.0		4.2		95.8

						1～3万人未満		25		1		24

								100.0		4.0		96.0

						3～5万人未満		14		4		10

								100.0		28.6		71.4

						5～10万人未満		26		8		18

								100.0		30.8		69.2

						10～20万人未満		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

						20～50万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						50万人以上		1		0		1

								100.0		0.0		100.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【企画・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [企画部局 : Q1S2 OR 2]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				72		23		49

								100.0		31.9		68.1

				S1.人口区分		1万人未満		8		3		5

								100.0		37.5		62.5

						1～3万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						3～5万人未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		15		8		7

								100.0		53.3		46.7

						10～20万人未満		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						20～50万人未満		8		5		3

								100.0		62.5		37.5

						50万人以上		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				123		38		85

								100.0		30.9		69.1

				S1.人口区分		1万人未満		24		6		18

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		19		5		14

								100.0		26.3		73.7

						3～5万人未満		16		8		8

								100.0		50.0		50.0

						5～10万人未満		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						10～20万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						20～50万人未満		15		4		11

								100.0		26.7		73.3

						50万人以上		8		4		4

								100.0		50.0		50.0



								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・重視している＆やや重視している キカク				123		61		134

								100.0		0.4959_xa		1.0894_xa

				S1.人口区分		1万人未満		24		9		23

								100.0		0.3750_xa		0.9583_xa

						1～3万人未満		19		6		28

								100.0		0.3158_xa		1.4737_xa

						3～5万人未満		16		10		16

								100.0		0.6250_xa		1.0000_xa

						5～10万人未満		26		18		23

								100.0		0.6923_xa		0.8846_xa

						10～20万人未満		15		4		24

								100.0		0.2667_xa		1.6000_xa

						20～50万人未満		15		9		14

								100.0		0.6000_xa		0.9333_xa

						50万人以上		8		5		6

								100.0		0.6250_xa		0.7500_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				54		8		46

								100.0		14.8		85.2

				S1.人口区分		1万人未満		12		2		10

								100.0		16.7		83.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		9		2		7

								100.0		22.2		77.8

						10～20万人未満		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						20～50万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						5～10万人未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




部局×クロス軸×DL

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				環境部局				202		77		125

								100.0		38.1		61.9

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		21		6		15

								100.0		28.6		71.4

						3～5万人未満		31		8		23

								100.0		25.8		74.2

						5～10万人未満		41		19		22

								100.0		46.3		53.7

						10～20万人未満		39		18		21

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

						指定都市		9		5		4

								100.0		55.6		44.4

						中核市		34		12		22

								100.0		35.3		64.7

						施行時特例市		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						その他の市		122		50		72

								100.0		41.0		59.0

						町村		22		6		16

								100.0		27.3		72.7

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						80以上90未満		67		28		39

								100.0		41.8		58.2

						90以上100未満		124		45		79

								100.0		36.3		63.7

						100以上110未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		116		48		68

								100.0		41.4		58.6

						実施していない		86		29		57

								100.0		33.7		66.3

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		29		12		17

								100.0		41.4		58.6

						やや重視している		66		25		41

								100.0		37.9		62.1

						あまり重視していない		80		33		47

								100.0		41.3		58.8

						重視していない		27		7		20

								100.0		25.9		74.1

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		40		21		19

								100.0		52.5		47.5

						企画又は実施していない		162		56		106

								100.0		34.6		65.4

				地域循環共生圏の取組		実施している		61		30		31

								100.0		49.2		50.8

						実施していない		141		47		94

								100.0		33.3		66.7

				RESASの認知		知っている		137		57		80

								100.0		41.6		58.4

						知らない		65		20		45

								100.0		30.8		69.2

				部局間連携		普段から情報共有をしている		152		54		98

								100.0		35.5		64.5

						連携して施策を検討している		56		29		27

								100.0		51.8		48.2

						連携して施策を実施している		36		17		19

								100.0		47.2		52.8

						連携していない		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				企画部局・全体				70		27		43

								100.0		38.6		61.4

				S1.人口区分		1万人未満		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

						1～3万人未満		7		0		7

								100.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		11		4		7

								100.0		36.4		63.6

						5～10万人未満		20		11		9

								100.0		55.0		45.0

						10～20万人未満		5		4		1

								100.0		80.0		20.0

						20～50万人未満		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						50万人以上		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						中核市		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						施行時特例市		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						その他の市		38		20		18

								100.0		52.6		47.4

						町村		18		2		16

								100.0		11.1		88.9

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		25		13		12

								100.0		52.0		48.0

						90以上100未満		41		14		27

								100.0		34.1		65.9

						100以上110未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		55		21		34

								100.0		38.2		61.8

						実施していない		15		6		9

								100.0		40.0		60.0

				地域経済循環の重視		重視している		23		13		10

								100.0		56.5		43.5

						やや重視している		38		12		26

								100.0		31.6		68.4

						あまり重視していない		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						企画又は実施していない		41		17		24

								100.0		41.5		58.5

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						実施していない		60		23		37

								100.0		38.3		61.7

				RESASの認知状況		知っている		68		27		41

								100.0		39.7		60.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		53		23		30

								100.0		43.4		56.6

						連携して施策を検討している		31		12		19

								100.0		38.7		61.3

						連携して施策を実施している		19		9		10

								100.0		47.4		52.6

						連携していない		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				産業部局・全体				38		13		25

								100.0		34.2		65.8

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						3～5万人未満		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

						5～10万人未満		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						10～20万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						20～50万人未満		9		3		6

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						中核市		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						施行時特例市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						その他の市		24		8		16

								100.0		33.3		66.7

						町村		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						90以上100未満		28		11		17

								100.0		39.3		60.7

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		31		10		21

								100.0		32.3		67.7

						実施していない		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

				地域経済循環の重視		重視している		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						やや重視している		12		5		7

								100.0		41.7		58.3

						あまり重視していない		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		26		9		17

								100.0		34.6		65.4

						企画又は実施していない		12		4		8

								100.0		33.3		66.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						実施していない		28		7		21

								100.0		25.0		75.0

				RESASの認知状況		知っている		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		30		10		20

								100.0		33.3		66.7

						連携して施策を検討している		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						連携して施策を実施している		14		7		7

								100.0		50.0		50.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				その他：・全体				2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S1.人口区分		1万人未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						町村		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						やや重視している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						企画又は実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						実施していない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				RESASの認知状況		知っている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を検討している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】重視×DLしていない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

				地域経済循環の重視		重視している		19		9		5		0		1		1		0		5

								100.0		47.4		26.3		0.0		5.3		5.3		0.0		26.3

						やや重視している		48		22		9		1		12		10		1		3

								100.0		45.8		18.8		2.1		25.0		20.8		2.1		6.3

						あまり重視していない		57		40		8		0		15		11		0		6

								100.0		70.2		14.0		0.0		26.3		19.3		0.0		10.5

						重視していない		24		13		2		0		5		7		1		2

								100.0		54.2		8.3		0.0		20.8		29.2		4.2		8.3

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				ダウンロードしたものの、利用できていない・全体				23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

				地域経済循環の重視		重視している		2		1		1		0		0		0		0		0

								100.0		50.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		7		5		1		0		1		1		0		0

								100.0		71.4		14.3		0.0		14.3		14.3		0.0		0.0

						あまり重視していない		10		6		1		0		2		0		0		4

								100.0		60.0		10.0		0.0		20.0		0.0		0.0		40.0

						重視していない		4		0		1		0		2		0		0		1

								100.0		0.0		25.0		0.0		50.0		0.0		0.0		25.0

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1] ダウンロードしていない

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				環境部局・ダウンロードしていない カンキョウ ブキョク				125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		0.5760000_xa_xa		0.1600000_xa_xa		0.0080000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.0160000_xa_xa		0.0880000_xa_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		17		8		4		0		1		1		0		5						43.1034482758621000%

								100.0		0.4705882_xa_xa		0.2352941_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2941176_xa_xa

						やや重視している		41		17		8		1		11		9		1		3

								100.0		0.4146341_xa_xa		0.1951220_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.2682927_xa_xa		0.2195122_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.0731707_xa_xa

						あまり重視していない		47		34		7		0		13		11		0		2

								100.0		0.7234043_xa_xa		0.1489362_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2765957_xa_xa		0.2340426_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0425532_xa_xa

						重視していない		20		13		1		0		3		7		1		1

								100.0		0.6500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.1500000_xa_xa		0.3500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未DL団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				195		97		36		3		41		45		24		16

								100.0		49.7		18.5		1.5		21.0		23.1		12.3		8.2

				部門 ブモン		環境部局		125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		57.6		16.0		0.8		22.4		22.4		1.6		8.8

						企画部局		43		14		11		1		10		6		16		5

								100.0		32.6		25.6		2.3		23.3		14.0		37.2		11.6

						産業部局		25		11		5		0		2		10		6		0

								100.0		44.0		20.0		0.0		8.0		40.0		24.0		0.0

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未活用団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				30		13		5		0		5		3		2		7

								100.0		43.3		16.7		0.0		16.7		10.0		6.7		23.3

				部門 ブモン		環境部局		23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

						企画部局		4		1		1		0		0		1		1		1

								100.0		25.0		25.0		0.0		0.0		25.0		25.0		25.0

						産業部局		3		0		0		0		0		1		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		33.3		33.3

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未DL団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				195		110		137		124		15		10

								100.0		56.4		70.3		63.6		7.7		5.1

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		125		76		87		72		9		7

								100.0		60.8		69.6		57.6		7.2		5.6

						企画部局 キカク ブキョク		43		22		31		34		4		1

								100.0		51.2		72.1		79.1		9.3		2.3

						産業部局 サンギョウ ブキョク		25		12		19		18		1		1

								100.0		48.0		76.0		72.0		4.0		4.0

						その他 タ		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未活用団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				30		13		24		17		4		0

								100.0		43.3		80.0		56.7		13.3		0.0

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		23		11		18		13		3		0

								100.0		47.8		78.3		56.5		13.0		0.0

						企画部局 キカク ブキョク		4		2		3		2		1		0

								100.0		50.0		75.0		50.0		25.0		0.0

						産業部局 サンギョウ ブキョク		3		0		3		2		0		0

								100.0		0.0		100.0		66.7		0.0		0.0

						その他 タ		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




部局×クロス軸×活用

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				環境部局				54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						5～10万人未満		13		4		1		0		1		0		0		0		8

								100.0		30.8		7.7		0.0		7.7		0.0		0.0		0.0		61.5

						10～20万人未満		14		7		2		0		3		2		0		0		5

								100.0		50.0		14.3		0.0		21.4		14.3		0.0		0.0		35.7

						20～50万人未満		11		4		1		0		2		0		0		0		6

								100.0		36.4		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		0.0		54.5

						50万人以上		7		2		1		1		3		0		0		0		3

								100.0		28.6		14.3		14.3		42.9		0.0		0.0		0.0		42.9

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		4		2		1		1		2		0		0		0		1

								100.0		50.0		25.0		25.0		50.0		0.0		0.0		0.0		25.0

						中核市		11		2		1		0		3		0		0		0		7

								100.0		18.2		9.1		0.0		27.3		0.0		0.0		0.0		63.6

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		34		14		3		0		4		2		0		0		17

								100.0		41.2		8.8		0.0		11.8		5.9		0.0		0.0		50.0

						町村		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		2		1		0		0		0		1		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0

						80以上90未満		18		4		2		0		1		1		0		0		13

								100.0		22.2		11.1		0.0		5.6		5.6		0.0		0.0		72.2

						90以上100未満		32		14		3		1		7		0		0		0		14

								100.0		43.8		9.4		3.1		21.9		0.0		0.0		0.0		43.8

						100以上110未満		2		0		0		0		1		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		37		13		4		1		8		1		0		0		19

								100.0		35.1		10.8		2.7		21.6		2.7		0.0		0.0		51.4

						実施していない		17		6		1		0		1		1		0		0		10

								100.0		35.3		5.9		0.0		5.9		5.9		0.0		0.0		58.8

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		10		6		2		1		2		0		0		0		4

								100.0		60.0		20.0		10.0		20.0		0.0		0.0		0.0		40.0

						やや重視している		18		5		2		0		5		2		0		0		9

								100.0		27.8		11.1		0.0		27.8		11.1		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		23		8		1		0		2		0		0		0		13

								100.0		34.8		4.3		0.0		8.7		0.0		0.0		0.0		56.5

						重視していない		3		0		0		0		0		0		0		0		3

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		18		9		2		1		5		1		0		0		6

								100.0		50.0		11.1		5.6		27.8		5.6		0.0		0.0		33.3

						企画又は実施していない		36		10		3		0		4		1		0		0		23

								100.0		27.8		8.3		0.0		11.1		2.8		0.0		0.0		63.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		12		3		1		7		2		0		0		10

								100.0		46.2		11.5		3.8		26.9		7.7		0.0		0.0		38.5

						実施していない		28		7		2		0		2		0		0		0		19

								100.0		25.0		7.1		0.0		7.1		0.0		0.0		0.0		67.9

				RESASの認知		知っている		42		14		5		1		6		2		0		0		25

								100.0		33.3		11.9		2.4		14.3		4.8		0.0		0.0		59.5

						知らない		12		5		0		0		3		0		0		0		4

								100.0		41.7		0.0		0.0		25.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				部局間連携		普段から情報共有をしている		38		12		4		0		6		2		0		0		21

								100.0		31.6		10.5		0.0		15.8		5.3		0.0		0.0		55.3

						連携して施策を検討している		20		8		2		1		5		1		0		0		9

								100.0		40.0		10.0		5.0		25.0		5.0		0.0		0.0		45.0

						連携して施策を実施している		9		4		2		1		2		1		0		0		4

								100.0		44.4		22.2		11.1		22.2		11.1		0.0		0.0		44.4

						連携していない		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				環境部局				25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						5～10万人未満		5		4		1		0		1		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						10～20万人未満		9		7		2		0		3		2		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.3333_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						20～50万人未満		5		4		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						50万人以上		4		2		1		1		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.2500_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		3		2		1		1		2		0		0		0

								100.0		0.6667_xa		0.3333_xa		0.3333_xa		0.6667_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						中核市		4		2		1		0		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.0000_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						その他の市		17		14		3		0		4		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.1765_xa		0.0000_xa		0.2353_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						80以上90未満		5		4		2		0		1		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						90以上100未満		18		14		3		1		7		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.1667_xa		0.0556_xa		0.3889_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						100以上110未満		1		0		0		0		1		0		0		0

								100.0		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		18		13		4		1		8		1		0		0

								100.0		0.7222_xa		0.2222_xa		0.0556_xa		0.4444_xa		0.0556_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		7		6		1		0		1		1		0		0

								100.0		0.8571_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.1429_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		6		6		2		1		2		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.3333_xa		0.1667_xa		0.3333_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						やや重視している		9		5		2		0		5		2		0		0

								100.0		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						あまり重視していない		10		8		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.1000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		12		9		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1667_xa		0.0833_xa		0.4167_xa		0.0833_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画又は実施していない		13		10		3		0		4		1		0		0

								100.0		0.7692_xa		0.2308_xa		0.0000_xa		0.3077_xa		0.0769_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地域循環共生圏の取組		実施している		16		12		3		1		7		2		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1875_xa		0.0625_xa		0.4375_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		9		7		2		0		2		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				RESASの認知		知っている		17		14		5		1		6		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.2941_xa		0.0588_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						知らない		8		5		0		0		3		0		0		0

								100.0		0.6250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				部局間連携		普段から情報共有をしている		17		12		4		0		6		2		0		0

								100.0		0.7059_xa		0.2353_xa		0.0000_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を検討している		11		8		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7273_xa		0.1818_xa		0.0909_xa		0.4545_xa		0.0909_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を実施している		5		4		2		1		2		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携していない		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				企画部局・全体				23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

				S1.人口区分		1万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		3		3		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		9		5		1		0		2		0		0		1		3

								100.0		55.6		11.1		0.0		22.2		0.0		0.0		11.1		33.3

						10～20万人未満		4		2		1		0		0		0		1		0		2

								100.0		50.0		25.0		0.0		0.0		0.0		25.0		0.0		50.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						50万人以上		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						施行時特例市		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						その他の市		16		10		3		0		2		0		1		1		5

								100.0		62.5		18.8		0.0		12.5		0.0		6.3		6.3		31.3

						町村		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		11		7		2		0		1		0		1		0		3

								100.0		63.6		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		0.0		27.3

						90以上100未満		12		7		1		0		1		0		0		2		4

								100.0		58.3		8.3		0.0		8.3		0.0		0.0		16.7		33.3

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		17		12		3		0		2		0		1		1		4

								100.0		70.6		17.6		0.0		11.8		0.0		5.9		5.9		23.5

						実施していない		6		2		0		0		0		0		0		1		3

								100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		16.7		50.0

				地域経済循環の重視		重視している		11		6		1		0		2		0		0		2		3

								100.0		54.5		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		18.2		27.3

						やや重視している		11		7		2		0		0		0		1		0		4

								100.0		63.6		18.2		0.0		0.0		0.0		9.1		0.0		36.4

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		9		5		2		0		2		0		1		1		3

								100.0		55.6		22.2		0.0		22.2		0.0		11.1		11.1		33.3

						企画又は実施していない		14		9		1		0		0		0		0		1		4

								100.0		64.3		7.1		0.0		0.0		0.0		0.0		7.1		28.6

				地域循環共生圏の取組		実施している		3		2		2		0		2		0		1		1		0

								100.0		66.7		66.7		0.0		66.7		0.0		33.3		33.3		0.0

						実施していない		20		12		1		0		0		0		0		1		7

								100.0		60.0		5.0		0.0		0.0		0.0		0.0		5.0		35.0

				RESASの認知状況		知っている		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		20		14		3		0		1		0		1		1		6

								100.0		70.0		15.0		0.0		5.0		0.0		5.0		5.0		30.0

						連携して施策を検討している		11		5		2		0		1		0		1		1		4

								100.0		45.5		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		9.1		36.4

						連携して施策を実施している		8		4		1		0		1		0		0		1		2

								100.0		50.0		12.5		0.0		12.5		0.0		0.0		12.5		25.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				産業部局・全体				10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		3		2		1		0		0		0		1		0		1

								100.0		66.7		33.3		0.0		0.0		0.0		33.3		0.0		33.3

						3～5万人未満		1		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		3		3		1		0		0		1		1		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		33.3		33.3		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						50万人以上		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						その他の市		6		6		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		16.7		33.3		0.0		0.0

						町村		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						90以上100未満		9		8		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		88.9		33.3		0.0		0.0		11.1		22.2		0.0		11.1

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		8		6		2		0		0		1		2		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		25.0		0.0		25.0

						実施していない		2		2		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		5		5		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		60.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						やや重視している		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		7		6		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		85.7		42.9		0.0		0.0		14.3		28.6		0.0		14.3

						企画又は実施していない		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				地域循環共生圏の取組		実施している		5		5		2		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		40.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						実施していない		5		3		1		0		0		0		0		0		2

								100.0		60.0		20.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		40.0

				RESASの認知状況		知っている		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		8		6		2		0		0		1		0		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		0.0		0.0		25.0

						連携して施策を検討している		2		2		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		5		4		1		0		0		1		2		0		1

								100.0		80.0		20.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		20.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				その他：・全体				0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						企画又は実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				RESASの認知状況		知っている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を検討している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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目次

				質問番号		設問文		軸
質問番号		表肩
質問番号		n%表		%表		n表

				Q1S5		Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP001		P001		N001

				Q2S1		Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP002		P002		N002

				Q2S2		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）		Q1S2				NP003		P003		N003

				Q2S2-2-F		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度		Q1S2				NP004		P004		N004

				Q2S4		Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。		Q1S2				NP005		P005		N005

				Q2S5		Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP006		P006		N006

				Q2S6		Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。		Q1S2				NP007		P007		N007

				Q3S1		Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP008		P008		N008

				Q3S3		Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。		Q1S2				NP009		P009		N009

				Q4S1		Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP010		P010		N010

				Q4S2		Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）		Q1S2				NP011		P011		N011

				Q4S3		Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP012		P012		N012

				Q4S5		Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP013		P013		N013

				Q5S1		Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP014		P014		N014

				Q5S2		Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）		Q1S2				NP015		P015		N015

				Q6S8		Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP016		P016		N016

				Q6S7		Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。		Q1S2				NP017		P017		N017

				Q6S6		Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。		Q1S2				NP018		P018		N018

				Q6S4		Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。		Q1S2				NP019		P019		N019

				Q6S2		Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）		Q1S2				NP020		P020		N020
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部局×認知・DL

				■クロス集計表(%表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								知っている		知らない

				部門		環境部局
（n=759）		26.6		73.4

						企画部局
（n=254）		27.6		72.4

						産業部局
（n=255）		14.9		85.1

						その他
（n=5）		40.0		60.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								平均値		最小値		最大値

				全体				2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0.00		0.00		0.00

						その他：		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								紹介した		紹介していない

				全体				16.7		83.3

				部門		環境部局		16.3		83.7

						企画部局		18.6		81.4

						産業部局		15.8		84.2

						その他：		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				部門		環境部局
（n=759）		10.1		89.9

						企画部局
（n=254）		10.6		89.4

						産業部局
（n=255）		5.1		94.9

						その他
（n=5）		0.0		100.0

																				38.0%

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4

						産業部局		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない								活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9				部門		環境部局
（n=759）		70.1		29.9

						企画部局
（n=254）		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8						企画部局
（n=254）		85.2		14.8

						産業部局
（n=255）		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1						産業部局
（n=255）		76.9		23.1

						その他
（n=5）		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0						その他
（n=5）		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他：		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								実施している		実施していない

				全体				13.7		86.3

				部門		環境部局		15.7		84.3

						企画部局		10.2		89.8

						産業部局		11.4		88.6

						その他：		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他：		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				27.5		72.5

				部門		環境部局		12.1		87.9

						企画部局		39.8		60.2

						産業部局		61.2		38.8

						その他：		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								知っている		知らない

				全体				51.6		48.4

				部門		環境部局		30.7		69.3

						企画部局		93.7		6.3

						産業部局		71.8		28.2

						その他：		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他：		60.0		20.0		0.0		20.0
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知っている	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	26.613965744401	27.559055118109999	14.901960784313999	知らない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	73.386034255599	72.440944881890005	85.098039215686001	







ダウンロードしている	







環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	10.1	10.6	5.0999999999999996	ダウンロードしていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	89.9	89.4	94.9	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	70.129870129870895	85.185185185186	76.923076923076991	0	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	0	







出力した資料を見たことがある者がいる	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	25.974025974025999	29.629629629629999	23.076923076922998	出力した資料を課内で供覧した	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	28.571428571428999	37.037037037037003	23.076923076922998	出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	11.688311688312	18.518518518518999	30.769230769231001	その他	



環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.8961038961039001	0	0	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	









部局×活用

				■クロス集計表(n表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		312		961

				部門		環境部局		759		202		557

						企画部局		254		70		184

						産業部局		255		38		217

						その他：		5		2		3

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

						その他：		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				185		41		95		58		13

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

						企画部局		14		3		1		9		1

						産業部局		6		2		0		4		1

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

				部門		環境部局		202		33		169

						企画部局		70		13		57

						産業部局		38		6		32

						その他：		2		0		2

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				52		11		32		23		9

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

						企画部局		13		5		3		9		3

						産業部局		6		1		6		0		0

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

				部門		環境部局		202		77		125

						企画部局		70		27		43

						産業部局		38		13		25

						その他：		2		0		2

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				117		72		27		10		35		5

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

						企画部局		27		18		9		1		5		2

						産業部局		13		12		6		0		0		1

						その他：		0		0		0		0		0		0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他：		ダウンロードしたものの、利用できていない				知らない		ダウンロードしていない

				全体				117		31		35		18		3		30				961		195

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23				557		125				759

						企画部局		27		8		10		5		0		4				184		43				254

						産業部局		13		3		3		4		0		3				217		25				255

						その他：		0		0		0		0		0		0				3		2				5

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				1273		18		1255

				部門		環境部局		759		9		750

						企画部局		254		5		249

						産業部局		255		4		251

						その他：		5		0		5



				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				部門		環境部局
（n=759）		1.2%		98.8%

						企画部局
（n=254）		2.0%		98.0%

						産業部局
（n=255）		1.6%		98.4%										11.9%

						その他
（n=5）		0.0%		100.0%										18.9%

																				31.4%

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない		ダウンロードしたものの、利用できていない		知らない		ダウンロードしていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38		30		961		195

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29		23		557		125		759

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7		4		184		43

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2		3		217		25

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局		759		25		734

						企画部局		254		16		238

						産業部局		255		8		247

						その他		5		0		5



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		100.0%		3.3%		96.7%

						企画部局
（n=254）		100.0%		6.3%		93.7%

						産業部局
（n=255）		100.0%		3.1%		96.9%

						その他		100.0%		0.0%		100.0%



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				87		59		50		49		35

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

						企画部局		23		17		15		8		16

						産業部局		10		8		10		2		4

						その他：		0		0		0		0		0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

						その他：		0		0		0		0		0		0		0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

						その他：		2		0		0		1		1		1		0		0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

						その他：		2		0		0		0		1		1

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

				部門		環境部局		759		119		640

						企画部局		254		26		228

						産業部局		255		29		226

						その他：		5		1		4

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

				部門		環境部局		759		71		212		361		115

						企画部局		254		72		123		54		5

						産業部局		255		100		98		54		3

						その他：		5		1		1		3		0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

				部門		環境部局		759		92		667

						企画部局		254		101		153

						産業部局		255		156		99

						その他：		5		1		4

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

				部門		環境部局		759		233		526

						企画部局		254		238		16

						産業部局		255		183		72

						その他：		5		3		2

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

						企画部局		254		210		106		75		6

						産業部局		255		208		59		60		10

						その他：		5		3		1		0		1



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	


出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	1.1857707509881422E-2	1.968503937007874E-2	1.5686274509803921E-2	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.98814229249011853	0.98031496062992129	0.98431372549019602	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.2938076416337288E-2	6.2992125984251968E-2	3.1372549019607843E-2	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.96706192358366272	0.93700787401574803	0.96862745098039216	









部局別

				■クロス集計表(n%表)				＊■は各表側の1位、■は各表側の2位、■は各表側の3位（以降の表も同様） カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ イコウ ヒョウ ドウヨウ

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		759		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		254		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		255		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		5		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

								100.0		59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

								100.0		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

								100.0		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

								100.0		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会		環境省のホームページ		その他

				全体				185		41		95		58		13

								100.0		22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

								100.0		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		14		3		1		9		1

								100.0		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		6		2		0		4		1

								100.0		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		202		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		70		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		38		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他

				全体				52		11		32		23		9

								100.0		21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

								100.0		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		13		5		3		9		3

								100.0		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		6		1		6		0		0

								100.0		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

								100.0		37.5		62.5

				部門		環境部局		202		77		125

								100.0		38.1		61.9

						企画部局		70		27		43

								100.0		38.6		61.4

						産業部局		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他

				全体				117		72		27		10		35		5

								100.0		61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

								100.0		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		27		18		9		1		5		2

								100.0		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4		10.3

						産業部局		13		12		6		0		0		1

								100.0		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				117		31		35		18		3		30

								100.0		26.5		29.9		15.4		2.6		25.6

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23

								100.0		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9

						企画部局		27		8		10		5		0		4

								100.0		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8

						産業部局		13		3		3		4		0		3

								100.0		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

								100.0		1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

								100.0		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

								100.0		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

								100.0		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38

								100.0		47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				全体				49		41		11		1		11		3		3		2

								100.0		0.8367_xa		0.2245_xa		0.0204_xa		0.2245_xa		0.0612_xa		0.0612_xa		0.0408_xa

				部門		環境部局		25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画部局		16		14		3		0		2		0		1		2

								100.0		0.8750_xa		0.1875_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0625_xa		0.1250_xa

						産業部局		8		8		3		0		0		1		2		0

								100.0		1.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.2500_xa		0.0000_xa

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済		地域のエネルギー消費		地域の概況

				全体				87		59		50		49		35

								100.0		67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

								100.0		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		23		17		15		8		16

								100.0		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		10		8		10		2		4

								100.0		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

								100.0		3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

								100.0		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

								100.0		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

								100.0		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

								100.0		48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

								100.0		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

								100.0		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

								100.0		54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

								100.0		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

								100.0		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

								100.0		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

								100.0		13.7		86.3

				部門		環境部局		759		119		640

								100.0		15.7		84.3

						企画部局		254		26		228

								100.0		10.2		89.8

						産業部局		255		29		226

								100.0		11.4		88.6

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

								100.0		19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		759		71		212		361		115				0.372859025

								100.0		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		254		72		123		54		5				0.7677165354

								100.0		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		255		100		98		54		3				0.7764705882

								100.0		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他		5		1		1		3		0

								100.0		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

								100.0		27.5		72.5

				部門		環境部局		759		92		667

								100.0		12.1		87.9

						企画部局		254		101		153

								100.0		39.8		60.2

						産業部局		255		156		99

								100.0		61.2		38.8

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

								100.0		51.6		48.4

				部門		環境部局		759		233		526

								100.0		30.7		69.3

						企画部局		254		238		16

								100.0		93.7		6.3

						産業部局		255		183		72

								100.0		71.8		28.2

						その他		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

								100.0		77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

								100.0		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		254		210		106		75		6

								100.0		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		255		208		59		60		10

								100.0		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他		5		3		1		0		1

								100.0		60.0		20.0		0.0		20.0

				Q3-2.自動作成ツールをダウンロードする際の課題はありましたか。

				SA

								ｎ		ある		ない

				全体				117		29		88

								100.0		24.8		75.2

				部門		環境部局		77		15		62

								100.0		19.5		80.5

						企画部局		27		11		16

								100.0		40.7		59.3

						産業部局		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0



				Q4-4.自動作成ツールを活用する際に有識者または関係団体の支援を受けましたか。

				SA

								ｎ		受けた		受けていない

				全体				87		5		82

								100.0		5.7		94.3

				部門		環境部局		54		2		52

								100.0		3.7		96.3

						企画部局		23		2		21

								100.0		8.7		91.3

						産業部局		10		1		9

								100.0		10.0		90.0

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




部局×クロス軸×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		142		8		134

								100.0		5.6		94.4

						1～3万人未満		176		21		155

								100.0		11.9		88.1

						3～5万人未満		119		31		88

								100.0		26.1		73.9

						5～10万人未満		141		41		100

								100.0		29.1		70.9

						10～20万人未満		89		39		50

								100.0		43.8		56.2

						20～50万人未満		66		45		21

								100.0		68.2		31.8

						50万人以上		26		17		9

								100.0		65.4		34.6

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		17		5		12

								100.0		29.4		70.6

						指定都市		13		9		4

								100.0		69.2		30.8

						中核市		43		34		9

								100.0		79.1		20.9

						施行時特例市		17		10		7

								100.0		58.8		41.2

						その他の市		360		122		238

								100.0		33.9		66.1

						町村		309		22		287

								100.0		7.1		92.9

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		45		7		38

								100.0		15.6		84.4

						80以上90未満		283		67		216

								100.0		23.7		76.3

						90以上100未満		405		124		281

								100.0		30.6		69.4

						100以上110未満		21		4		17

								100.0		19.0		81.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		335		116		219

								100.0		34.6		65.4

						実施していない		424		86		338

								100.0		20.3		79.7

				地域経済循環の重視		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		92		40		52

								100.0		43.5		56.5

						企画又は実施していない		667		162		505

								100.0		24.3		75.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		119		61		58

								100.0		51.3		48.7

						実施していない		640		141		499

								100.0		22.0		78.0

				RESASの認知		知っている		233		137		96

								100.0		58.8		41.2

						知らない		526		65		461

								100.0		12.4		87.6

				部局間連携		普段から情報共有をしている		564		152		412

								100.0		27.0		73.0

						連携して施策を検討している		170		56		114

								100.0		32.9		67.1

						連携して施策を実施している		108		36		72

								100.0		33.3		66.7

						連携していない		82		15		67

								100.0		18.3		81.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・全体				254		70		184

								100.0		27.6		72.4

				S1.人口区分		1万人未満		45		11		34

								100.0		24.4		75.6

						1～3万人未満		47		7		40

								100.0		14.9		85.1

						3～5万人未満		31		11		20

								100.0		35.5		64.5

						5～10万人未満		53		20		33

								100.0		37.7		62.3

						10～20万人未満		36		5		31

								100.0		13.9		86.1

						20～50万人未満		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						50万人以上		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

				FLAG4		特別区		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						指定都市		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						中核市		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						施行時特例市		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

						その他の市		122		38		84

								100.0		31.1		68.9

						町村		93		18		75

								100.0		19.4		80.6

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		14		3		11

								100.0		21.4		78.6

						80以上90未満		99		25		74

								100.0		25.3		74.7

						90以上100未満		131		41		90

								100.0		31.3		68.7

						100以上110未満		7		1		6

								100.0		14.3		85.7

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		201		55		146

								100.0		27.4		72.6

						実施していない		53		15		38

								100.0		28.3		71.7

				地域経済循環の重視		重視している		72		23		49

								100.0		31.9		68.1

						やや重視している		123		38		85

								100.0		30.9		69.1

						あまり重視していない		54		8		46

								100.0		14.8		85.2

						重視していない		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		101		29		72

								100.0		28.7		71.3

						企画又は実施していない		153		41		112

								100.0		26.8		73.2

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						実施していない		228		60		168

								100.0		26.3		73.7

				RESASの認知状況		知っている		238		68		170

								100.0		28.6		71.4

						知らない		16		2		14

								100.0		12.5		87.5

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		210		53		157

								100.0		25.2		74.8

						連携して施策を検討している		106		31		75

								100.0		29.2		70.8

						連携して施策を実施している		75		19		56

								100.0		25.3		74.7

						連携していない		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				産業部局・全体				255		38		217

								100.0		14.9		85.1

				S1.人口区分		1万人未満		42		1		41

								100.0		2.4		97.6

						1～3万人未満		47		6		41

								100.0		12.8		87.2

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		65		10		55

								100.0		15.4		84.6

						10～20万人未満		34		6		28

								100.0		17.6		82.4

						20～50万人未満		25		9		16

								100.0		36.0		64.0

						50万人以上		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

				FLAG4		特別区		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						指定都市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						中核市		17		4		13

								100.0		23.5		76.5

						施行時特例市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						その他の市		130		24		106

								100.0		18.5		81.5

						町村		90		5		85

								100.0		5.6		94.4

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		15		0		15

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		103		10		93

								100.0		9.7		90.3

						90以上100未満		128		28		100

								100.0		21.9		78.1

						100以上110未満		6		0		6

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		203		31		172

								100.0		15.3		84.7

						実施していない		52		7		45

								100.0		13.5		86.5

				地域経済循環の重視		重視している		100		20		80

								100.0		20.0		80.0

						やや重視している		98		12		86

								100.0		12.2		87.8

						あまり重視していない		54		6		48

								100.0		11.1		88.9

						重視していない		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		156		26		130

								100.0		16.7		83.3

						企画又は実施していない		99		12		87

								100.0		12.1		87.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						実施していない		226		28		198

								100.0		12.4		87.6

				RESASの認知状況		知っている		183		38		145

								100.0		20.8		79.2

						知らない		72		0		72

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		208		30		178

								100.0		14.4		85.6

						連携して施策を検討している		59		7		52

								100.0		11.9		88.1

						連携して施策を実施している		60		14		46

								100.0		23.3		76.7

						連携していない		10		0		10

								100.0		0.0		100.0

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				その他：・全体				5		2		3

								100.0		40.0		60.0

				S1.人口区分		1万人未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						町村		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						80以上90未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						90以上100未満		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						やや重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						あまり重視していない		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						企画又は実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				RESASの認知状況		知っている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						連携して施策を検討している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】重視×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局 カンキョウ ブキョク				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				地域経済循環の重視		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】人口×重視

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知っている				202		40		162

								100.0		19.8		80.2

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						10～20万人未満		39		6		33

								100.0		15.4		84.6

						20～50万人未満		45		10		35

								100.0		22.2		77.8

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知らない・全体				557		52		505

								100.0		9.3		90.7

				S1.人口区分		1万人未満		134		12		122

								100.0		9.0		91.0

						1～3万人未満		155		8		147

								100.0		5.2		94.8

						3～5万人未満		88		12		76

								100.0		13.6		86.4

						5～10万人未満		100		9		91

								100.0		9.0		91.0

						10～20万人未満		50		4		46

								100.0		8.0		92.0

						20～50万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						50万人以上		9		4		5

								100.0		44.4		55.6

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知っている				202		29		66		80		27

								100.0		14.4		32.7		39.6		13.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		1		3		3		1

								100.0		12.5		37.5		37.5		12.5

						1～3万人未満		21		1		8		11		1

								100.0		4.8		38.1		52.4		4.8

						3～5万人未満		31		3		8		16		4

								100.0		9.7		25.8		51.6		12.9

						5～10万人未満		41		6		6		21		8

								100.0		14.6		14.6		51.2		19.5

						10～20万人未満		39		6		14		12		7

								100.0		15.4		35.9		30.8		17.9

						20～50万人未満		45		6		19		14		6

								100.0		13.3		42.2		31.1		13.3

						50万人以上		17		6		8		3		0

								100.0		35.3		47.1		17.6		0.0



								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知らない・全体				557		42		146		281		88

								100.0		7.5		26.2		50.4		15.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		134		12		40		59		23

								100.0		9.0		29.9		44.0		17.2

						1～3万人未満		155		12		33		86		24

								100.0		7.7		21.3		55.5		15.5

						3～5万人未満		88		4		32		42		10

								100.0		4.5		36.4		47.7		11.4

						5～10万人未満		100		4		25		53		18

								100.0		4.0		25.0		53.0		18.0

						10～20万人未満		50		7		7		28		8

								100.0		14.0		14.0		56.0		16.0

						20～50万人未満		21		1		3		13		4

								100.0		4.8		14.3		61.9		19.0

						50万人以上		9		2		6		0		1

								100.0		22.2		66.7		0.0		11.1

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				知っている				202		61		141

								100.0		30.2		69.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		1		20

								100.0		4.8		95.2

						3～5万人未満		31		7		24

								100.0		22.6		77.4

						5～10万人未満		41		9		32

								100.0		22.0		78.0

						10～20万人未満		39		16		23

								100.0		41.0		59.0

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		13		4

								100.0		76.5		23.5

								ｎ		実施している		実施していない

				知らない・全体				557		58		499

								100.0		10.4		89.6

				S1.人口区分		1万人未満		134		8		126

								100.0		6.0		94.0

						1～3万人未満		155		12		143

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		88		7		81

								100.0		8.0		92.0

						5～10万人未満		100		14		86

								100.0		14.0		86.0

						10～20万人未満		50		9		41

								100.0		18.0		82.0

						20～50万人未満		21		5		16

								100.0		23.8		76.2

						50万人以上		9		3		6

								100.0		33.3		66.7
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【環境・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				71		29		42

								100.0		40.8		59.2

				S1.人口区分		1万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

						5～10万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						10～20万人未満		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		7		6		1

								100.0		85.7		14.3

						50万人以上		8		6		2

								100.0		75.0		25.0

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				212		66		146

								100.0		31.1		68.9

				S1.人口区分		1万人未満		43		3		40

								100.0		7.0		93.0

						1～3万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						3～5万人未満		40		8		32

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		31		6		25

								100.0		19.4		80.6

						10～20万人未満		21		14		7

								100.0		66.7		33.3

						20～50万人未満		22		19		3

								100.0		86.4		13.6

						50万人以上		14		8		6

								100.0		57.1		42.9



								ｎ		知っている		知らない

				環境部局・重視している＆やや重視している カンキョウ ブキョク ジュウシ				283		95		188

								100.0		0.3357_xa		0.6643_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		56		4		52

								100.0		0.0714_xa		0.9286_xa				36

						1～3万人未満		54		9		45				0.3789473684

								100.0		0.1667_xa		0.8333_xa

						3～5万人未満		47		11		36

								100.0		0.2340_xa		0.7660_xa

						5～10万人未満		41		12		29				59

								100.0		0.2927_xa		0.7073_xa				62.1052631578947000%

						10～20万人未満		34		20		14

								100.0		0.5882_xa		0.4118_xa

						20～50万人未満		29		25		4

								100.0		0.8621_xa		0.1379_xa

						50万人以上		22		14		8

								100.0		0.6364_xa		0.3636_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				361		80		281

								100.0		22.2		77.8

				S1.人口区分		1万人未満		62		3		59

								100.0		4.8		95.2

						1～3万人未満		97		11		86

								100.0		11.3		88.7

						3～5万人未満		58		16		42

								100.0		27.6		72.4

						5～10万人未満		74		21		53

								100.0		28.4		71.6

						10～20万人未満		40		12		28

								100.0		30.0		70.0

						20～50万人未満		27		14		13

								100.0		51.9		48.1

						50万人以上		3		3		0

								100.0		100.0		0.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				115		27		88				0.224789916

								100.0		23.5		76.5

				S1.人口区分		1万人未満		24		1		23

								100.0		4.2		95.8

						1～3万人未満		25		1		24

								100.0		4.0		96.0

						3～5万人未満		14		4		10

								100.0		28.6		71.4

						5～10万人未満		26		8		18

								100.0		30.8		69.2

						10～20万人未満		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

						20～50万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						50万人以上		1		0		1

								100.0		0.0		100.0
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【企画・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [企画部局 : Q1S2 OR 2]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				72		23		49

								100.0		31.9		68.1

				S1.人口区分		1万人未満		8		3		5

								100.0		37.5		62.5

						1～3万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						3～5万人未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		15		8		7

								100.0		53.3		46.7

						10～20万人未満		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						20～50万人未満		8		5		3

								100.0		62.5		37.5

						50万人以上		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				123		38		85

								100.0		30.9		69.1

				S1.人口区分		1万人未満		24		6		18

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		19		5		14

								100.0		26.3		73.7

						3～5万人未満		16		8		8

								100.0		50.0		50.0

						5～10万人未満		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						10～20万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						20～50万人未満		15		4		11

								100.0		26.7		73.3

						50万人以上		8		4		4

								100.0		50.0		50.0



								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・重視している＆やや重視している キカク				123		61		134

								100.0		0.4959_xa		1.0894_xa

				S1.人口区分		1万人未満		24		9		23

								100.0		0.3750_xa		0.9583_xa

						1～3万人未満		19		6		28

								100.0		0.3158_xa		1.4737_xa

						3～5万人未満		16		10		16

								100.0		0.6250_xa		1.0000_xa

						5～10万人未満		26		18		23

								100.0		0.6923_xa		0.8846_xa

						10～20万人未満		15		4		24

								100.0		0.2667_xa		1.6000_xa

						20～50万人未満		15		9		14

								100.0		0.6000_xa		0.9333_xa

						50万人以上		8		5		6

								100.0		0.6250_xa		0.7500_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				54		8		46

								100.0		14.8		85.2

				S1.人口区分		1万人未満		12		2		10

								100.0		16.7		83.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		9		2		7

								100.0		22.2		77.8

						10～20万人未満		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						20～50万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						5～10万人未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0
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部局×クロス軸×DL

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				環境部局				202		77		125

								100.0		38.1		61.9

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		21		6		15

								100.0		28.6		71.4

						3～5万人未満		31		8		23

								100.0		25.8		74.2

						5～10万人未満		41		19		22

								100.0		46.3		53.7

						10～20万人未満		39		18		21

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

						指定都市		9		5		4

								100.0		55.6		44.4

						中核市		34		12		22

								100.0		35.3		64.7

						施行時特例市		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						その他の市		122		50		72

								100.0		41.0		59.0

						町村		22		6		16

								100.0		27.3		72.7

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						80以上90未満		67		28		39

								100.0		41.8		58.2

						90以上100未満		124		45		79

								100.0		36.3		63.7

						100以上110未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		116		48		68

								100.0		41.4		58.6

						実施していない		86		29		57

								100.0		33.7		66.3

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		29		12		17

								100.0		41.4		58.6

						やや重視している		66		25		41

								100.0		37.9		62.1

						あまり重視していない		80		33		47

								100.0		41.3		58.8

						重視していない		27		7		20

								100.0		25.9		74.1

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		40		21		19

								100.0		52.5		47.5

						企画又は実施していない		162		56		106

								100.0		34.6		65.4

				地域循環共生圏の取組		実施している		61		30		31

								100.0		49.2		50.8

						実施していない		141		47		94

								100.0		33.3		66.7

				RESASの認知		知っている		137		57		80

								100.0		41.6		58.4

						知らない		65		20		45

								100.0		30.8		69.2

				部局間連携		普段から情報共有をしている		152		54		98

								100.0		35.5		64.5

						連携して施策を検討している		56		29		27

								100.0		51.8		48.2

						連携して施策を実施している		36		17		19

								100.0		47.2		52.8

						連携していない		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				企画部局・全体				70		27		43

								100.0		38.6		61.4

				S1.人口区分		1万人未満		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

						1～3万人未満		7		0		7

								100.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		11		4		7

								100.0		36.4		63.6

						5～10万人未満		20		11		9

								100.0		55.0		45.0

						10～20万人未満		5		4		1

								100.0		80.0		20.0

						20～50万人未満		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						50万人以上		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						中核市		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						施行時特例市		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						その他の市		38		20		18

								100.0		52.6		47.4

						町村		18		2		16

								100.0		11.1		88.9

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		25		13		12

								100.0		52.0		48.0

						90以上100未満		41		14		27

								100.0		34.1		65.9

						100以上110未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		55		21		34

								100.0		38.2		61.8

						実施していない		15		6		9

								100.0		40.0		60.0

				地域経済循環の重視		重視している		23		13		10

								100.0		56.5		43.5

						やや重視している		38		12		26

								100.0		31.6		68.4

						あまり重視していない		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						企画又は実施していない		41		17		24

								100.0		41.5		58.5

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						実施していない		60		23		37

								100.0		38.3		61.7

				RESASの認知状況		知っている		68		27		41

								100.0		39.7		60.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		53		23		30

								100.0		43.4		56.6

						連携して施策を検討している		31		12		19

								100.0		38.7		61.3

						連携して施策を実施している		19		9		10

								100.0		47.4		52.6

						連携していない		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				産業部局・全体				38		13		25

								100.0		34.2		65.8

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						3～5万人未満		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

						5～10万人未満		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						10～20万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						20～50万人未満		9		3		6

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						中核市		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						施行時特例市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						その他の市		24		8		16

								100.0		33.3		66.7

						町村		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						90以上100未満		28		11		17

								100.0		39.3		60.7

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		31		10		21

								100.0		32.3		67.7

						実施していない		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

				地域経済循環の重視		重視している		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						やや重視している		12		5		7

								100.0		41.7		58.3

						あまり重視していない		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		26		9		17

								100.0		34.6		65.4

						企画又は実施していない		12		4		8

								100.0		33.3		66.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						実施していない		28		7		21

								100.0		25.0		75.0

				RESASの認知状況		知っている		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		30		10		20

								100.0		33.3		66.7

						連携して施策を検討している		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						連携して施策を実施している		14		7		7

								100.0		50.0		50.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				その他：・全体				2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S1.人口区分		1万人未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						町村		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						やや重視している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						企画又は実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						実施していない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				RESASの認知状況		知っている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を検討している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0
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【環境】重視×DLしていない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

				地域経済循環の重視		重視している		19		9		5		0		1		1		0		5

								100.0		47.4		26.3		0.0		5.3		5.3		0.0		26.3

						やや重視している		48		22		9		1		12		10		1		3

								100.0		45.8		18.8		2.1		25.0		20.8		2.1		6.3

						あまり重視していない		57		40		8		0		15		11		0		6

								100.0		70.2		14.0		0.0		26.3		19.3		0.0		10.5

						重視していない		24		13		2		0		5		7		1		2

								100.0		54.2		8.3		0.0		20.8		29.2		4.2		8.3

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				ダウンロードしたものの、利用できていない・全体				23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

				地域経済循環の重視		重視している		2		1		1		0		0		0		0		0

								100.0		50.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		7		5		1		0		1		1		0		0

								100.0		71.4		14.3		0.0		14.3		14.3		0.0		0.0

						あまり重視していない		10		6		1		0		2		0		0		4

								100.0		60.0		10.0		0.0		20.0		0.0		0.0		40.0

						重視していない		4		0		1		0		2		0		0		1

								100.0		0.0		25.0		0.0		50.0		0.0		0.0		25.0

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1] ダウンロードしていない

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				環境部局・ダウンロードしていない カンキョウ ブキョク				125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		0.5760000_xa_xa		0.1600000_xa_xa		0.0080000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.0160000_xa_xa		0.0880000_xa_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		17		8		4		0		1		1		0		5						43.1034482758621000%

								100.0		0.4705882_xa_xa		0.2352941_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2941176_xa_xa

						やや重視している		41		17		8		1		11		9		1		3

								100.0		0.4146341_xa_xa		0.1951220_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.2682927_xa_xa		0.2195122_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.0731707_xa_xa

						あまり重視していない		47		34		7		0		13		11		0		2

								100.0		0.7234043_xa_xa		0.1489362_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2765957_xa_xa		0.2340426_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0425532_xa_xa

						重視していない		20		13		1		0		3		7		1		1

								100.0		0.6500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.1500000_xa_xa		0.3500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa
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【未DL団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				195		97		36		3		41		45		24		16

								100.0		49.7		18.5		1.5		21.0		23.1		12.3		8.2

				部門 ブモン		環境部局		125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		57.6		16.0		0.8		22.4		22.4		1.6		8.8

						企画部局		43		14		11		1		10		6		16		5

								100.0		32.6		25.6		2.3		23.3		14.0		37.2		11.6

						産業部局		25		11		5		0		2		10		6		0

								100.0		44.0		20.0		0.0		8.0		40.0		24.0		0.0

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未活用団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				30		13		5		0		5		3		2		7

								100.0		43.3		16.7		0.0		16.7		10.0		6.7		23.3

				部門 ブモン		環境部局		23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

						企画部局		4		1		1		0		0		1		1		1

								100.0		25.0		25.0		0.0		0.0		25.0		25.0		25.0

						産業部局		3		0		0		0		0		1		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		33.3		33.3

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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【未DL団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				195		110		137		124		15		10

								100.0		56.4		70.3		63.6		7.7		5.1

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		125		76		87		72		9		7

								100.0		60.8		69.6		57.6		7.2		5.6

						企画部局 キカク ブキョク		43		22		31		34		4		1

								100.0		51.2		72.1		79.1		9.3		2.3

						産業部局 サンギョウ ブキョク		25		12		19		18		1		1

								100.0		48.0		76.0		72.0		4.0		4.0

						その他 タ		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0
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【未活用団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				30		13		24		17		4		0

								100.0		43.3		80.0		56.7		13.3		0.0

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		23		11		18		13		3		0

								100.0		47.8		78.3		56.5		13.0		0.0

						企画部局 キカク ブキョク		4		2		3		2		1		0

								100.0		50.0		75.0		50.0		25.0		0.0

						産業部局 サンギョウ ブキョク		3		0		3		2		0		0

								100.0		0.0		100.0		66.7		0.0		0.0

						その他 タ		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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部局×クロス軸×活用

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				環境部局				54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						5～10万人未満		13		4		1		0		1		0		0		0		8

								100.0		30.8		7.7		0.0		7.7		0.0		0.0		0.0		61.5

						10～20万人未満		14		7		2		0		3		2		0		0		5

								100.0		50.0		14.3		0.0		21.4		14.3		0.0		0.0		35.7

						20～50万人未満		11		4		1		0		2		0		0		0		6

								100.0		36.4		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		0.0		54.5

						50万人以上		7		2		1		1		3		0		0		0		3

								100.0		28.6		14.3		14.3		42.9		0.0		0.0		0.0		42.9

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		4		2		1		1		2		0		0		0		1

								100.0		50.0		25.0		25.0		50.0		0.0		0.0		0.0		25.0

						中核市		11		2		1		0		3		0		0		0		7

								100.0		18.2		9.1		0.0		27.3		0.0		0.0		0.0		63.6

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		34		14		3		0		4		2		0		0		17

								100.0		41.2		8.8		0.0		11.8		5.9		0.0		0.0		50.0

						町村		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		2		1		0		0		0		1		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0

						80以上90未満		18		4		2		0		1		1		0		0		13

								100.0		22.2		11.1		0.0		5.6		5.6		0.0		0.0		72.2

						90以上100未満		32		14		3		1		7		0		0		0		14

								100.0		43.8		9.4		3.1		21.9		0.0		0.0		0.0		43.8

						100以上110未満		2		0		0		0		1		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		37		13		4		1		8		1		0		0		19

								100.0		35.1		10.8		2.7		21.6		2.7		0.0		0.0		51.4

						実施していない		17		6		1		0		1		1		0		0		10

								100.0		35.3		5.9		0.0		5.9		5.9		0.0		0.0		58.8

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		10		6		2		1		2		0		0		0		4

								100.0		60.0		20.0		10.0		20.0		0.0		0.0		0.0		40.0

						やや重視している		18		5		2		0		5		2		0		0		9

								100.0		27.8		11.1		0.0		27.8		11.1		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		23		8		1		0		2		0		0		0		13

								100.0		34.8		4.3		0.0		8.7		0.0		0.0		0.0		56.5

						重視していない		3		0		0		0		0		0		0		0		3

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		18		9		2		1		5		1		0		0		6

								100.0		50.0		11.1		5.6		27.8		5.6		0.0		0.0		33.3

						企画又は実施していない		36		10		3		0		4		1		0		0		23

								100.0		27.8		8.3		0.0		11.1		2.8		0.0		0.0		63.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		12		3		1		7		2		0		0		10

								100.0		46.2		11.5		3.8		26.9		7.7		0.0		0.0		38.5

						実施していない		28		7		2		0		2		0		0		0		19

								100.0		25.0		7.1		0.0		7.1		0.0		0.0		0.0		67.9

				RESASの認知		知っている		42		14		5		1		6		2		0		0		25

								100.0		33.3		11.9		2.4		14.3		4.8		0.0		0.0		59.5

						知らない		12		5		0		0		3		0		0		0		4

								100.0		41.7		0.0		0.0		25.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				部局間連携		普段から情報共有をしている		38		12		4		0		6		2		0		0		21

								100.0		31.6		10.5		0.0		15.8		5.3		0.0		0.0		55.3

						連携して施策を検討している		20		8		2		1		5		1		0		0		9

								100.0		40.0		10.0		5.0		25.0		5.0		0.0		0.0		45.0

						連携して施策を実施している		9		4		2		1		2		1		0		0		4

								100.0		44.4		22.2		11.1		22.2		11.1		0.0		0.0		44.4

						連携していない		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				環境部局				25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						5～10万人未満		5		4		1		0		1		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						10～20万人未満		9		7		2		0		3		2		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.3333_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						20～50万人未満		5		4		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						50万人以上		4		2		1		1		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.2500_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		3		2		1		1		2		0		0		0

								100.0		0.6667_xa		0.3333_xa		0.3333_xa		0.6667_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						中核市		4		2		1		0		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.0000_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						その他の市		17		14		3		0		4		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.1765_xa		0.0000_xa		0.2353_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						80以上90未満		5		4		2		0		1		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						90以上100未満		18		14		3		1		7		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.1667_xa		0.0556_xa		0.3889_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						100以上110未満		1		0		0		0		1		0		0		0

								100.0		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		18		13		4		1		8		1		0		0

								100.0		0.7222_xa		0.2222_xa		0.0556_xa		0.4444_xa		0.0556_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		7		6		1		0		1		1		0		0

								100.0		0.8571_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.1429_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		6		6		2		1		2		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.3333_xa		0.1667_xa		0.3333_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						やや重視している		9		5		2		0		5		2		0		0

								100.0		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						あまり重視していない		10		8		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.1000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		12		9		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1667_xa		0.0833_xa		0.4167_xa		0.0833_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画又は実施していない		13		10		3		0		4		1		0		0

								100.0		0.7692_xa		0.2308_xa		0.0000_xa		0.3077_xa		0.0769_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地域循環共生圏の取組		実施している		16		12		3		1		7		2		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1875_xa		0.0625_xa		0.4375_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		9		7		2		0		2		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				RESASの認知		知っている		17		14		5		1		6		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.2941_xa		0.0588_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						知らない		8		5		0		0		3		0		0		0

								100.0		0.6250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				部局間連携		普段から情報共有をしている		17		12		4		0		6		2		0		0

								100.0		0.7059_xa		0.2353_xa		0.0000_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を検討している		11		8		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7273_xa		0.1818_xa		0.0909_xa		0.4545_xa		0.0909_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を実施している		5		4		2		1		2		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携していない		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				企画部局・全体				23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

				S1.人口区分		1万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		3		3		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		9		5		1		0		2		0		0		1		3

								100.0		55.6		11.1		0.0		22.2		0.0		0.0		11.1		33.3

						10～20万人未満		4		2		1		0		0		0		1		0		2

								100.0		50.0		25.0		0.0		0.0		0.0		25.0		0.0		50.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						50万人以上		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						施行時特例市		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						その他の市		16		10		3		0		2		0		1		1		5

								100.0		62.5		18.8		0.0		12.5		0.0		6.3		6.3		31.3

						町村		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		11		7		2		0		1		0		1		0		3

								100.0		63.6		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		0.0		27.3

						90以上100未満		12		7		1		0		1		0		0		2		4

								100.0		58.3		8.3		0.0		8.3		0.0		0.0		16.7		33.3

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		17		12		3		0		2		0		1		1		4

								100.0		70.6		17.6		0.0		11.8		0.0		5.9		5.9		23.5

						実施していない		6		2		0		0		0		0		0		1		3

								100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		16.7		50.0

				地域経済循環の重視		重視している		11		6		1		0		2		0		0		2		3

								100.0		54.5		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		18.2		27.3

						やや重視している		11		7		2		0		0		0		1		0		4

								100.0		63.6		18.2		0.0		0.0		0.0		9.1		0.0		36.4

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		9		5		2		0		2		0		1		1		3

								100.0		55.6		22.2		0.0		22.2		0.0		11.1		11.1		33.3

						企画又は実施していない		14		9		1		0		0		0		0		1		4

								100.0		64.3		7.1		0.0		0.0		0.0		0.0		7.1		28.6

				地域循環共生圏の取組		実施している		3		2		2		0		2		0		1		1		0

								100.0		66.7		66.7		0.0		66.7		0.0		33.3		33.3		0.0

						実施していない		20		12		1		0		0		0		0		1		7

								100.0		60.0		5.0		0.0		0.0		0.0		0.0		5.0		35.0

				RESASの認知状況		知っている		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		20		14		3		0		1		0		1		1		6

								100.0		70.0		15.0		0.0		5.0		0.0		5.0		5.0		30.0

						連携して施策を検討している		11		5		2		0		1		0		1		1		4

								100.0		45.5		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		9.1		36.4

						連携して施策を実施している		8		4		1		0		1		0		0		1		2

								100.0		50.0		12.5		0.0		12.5		0.0		0.0		12.5		25.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				産業部局・全体				10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		3		2		1		0		0		0		1		0		1

								100.0		66.7		33.3		0.0		0.0		0.0		33.3		0.0		33.3

						3～5万人未満		1		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		3		3		1		0		0		1		1		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		33.3		33.3		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						50万人以上		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						その他の市		6		6		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		16.7		33.3		0.0		0.0

						町村		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						90以上100未満		9		8		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		88.9		33.3		0.0		0.0		11.1		22.2		0.0		11.1

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		8		6		2		0		0		1		2		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		25.0		0.0		25.0

						実施していない		2		2		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		5		5		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		60.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						やや重視している		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		7		6		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		85.7		42.9		0.0		0.0		14.3		28.6		0.0		14.3

						企画又は実施していない		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				地域循環共生圏の取組		実施している		5		5		2		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		40.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						実施していない		5		3		1		0		0		0		0		0		2

								100.0		60.0		20.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		40.0

				RESASの認知状況		知っている		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		8		6		2		0		0		1		0		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		0.0		0.0		25.0

						連携して施策を検討している		2		2		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		5		4		1		0		0		1		2		0		1

								100.0		80.0		20.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		20.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				その他：・全体				0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						企画又は実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				RESASの認知状況		知っている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を検討している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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目次

				質問番号		設問文		軸
質問番号		表肩
質問番号		n%表		%表		n表

				Q1S5		Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP001		P001		N001

				Q2S1		Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP002		P002		N002

				Q2S2		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）		Q1S2				NP003		P003		N003

				Q2S2-2-F		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度		Q1S2				NP004		P004		N004

				Q2S4		Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。		Q1S2				NP005		P005		N005

				Q2S5		Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP006		P006		N006

				Q2S6		Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。		Q1S2				NP007		P007		N007

				Q3S1		Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP008		P008		N008

				Q3S3		Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。		Q1S2				NP009		P009		N009

				Q4S1		Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP010		P010		N010

				Q4S2		Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）		Q1S2				NP011		P011		N011

				Q4S3		Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP012		P012		N012

				Q4S5		Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP013		P013		N013

				Q5S1		Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP014		P014		N014

				Q5S2		Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）		Q1S2				NP015		P015		N015

				Q6S8		Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP016		P016		N016

				Q6S7		Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。		Q1S2				NP017		P017		N017

				Q6S6		Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。		Q1S2				NP018		P018		N018

				Q6S4		Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。		Q1S2				NP019		P019		N019

				Q6S2		Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）		Q1S2				NP020		P020		N020



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有



部局×認知・DL

				■クロス集計表(%表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								知っている		知らない

				部門		環境部局
（n=759）		26.6		73.4

						企画部局
（n=254）		27.6		72.4

						産業部局
（n=255）		14.9		85.1

						その他
（n=5）		40.0		60.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								平均値		最小値		最大値

				全体				2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0.00		0.00		0.00

						その他：		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								紹介した		紹介していない

				全体				16.7		83.3

				部門		環境部局		16.3		83.7

						企画部局		18.6		81.4

						産業部局		15.8		84.2

						その他：		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				部門		環境部局
（n=759）		10.1		89.9

						企画部局
（n=254）		10.6		89.4

						産業部局
（n=255）		5.1		94.9

						その他
（n=5）		0.0		100.0

																				38.0%

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4

						産業部局		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない								活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9				部門		環境部局
（n=759）		70.1		29.9

						企画部局
（n=254）		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8						企画部局
（n=254）		85.2		14.8

						産業部局
（n=255）		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1						産業部局
（n=255）		76.9		23.1

						その他
（n=5）		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0						その他
（n=5）		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他：		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								実施している		実施していない

				全体				13.7		86.3

				部門		環境部局		15.7		84.3

						企画部局		10.2		89.8

						産業部局		11.4		88.6

						その他：		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他：		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				27.5		72.5

				部門		環境部局		12.1		87.9

						企画部局		39.8		60.2

						産業部局		61.2		38.8

						その他：		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								知っている		知らない

				全体				51.6		48.4

				部門		環境部局		30.7		69.3

						企画部局		93.7		6.3

						産業部局		71.8		28.2

						その他：		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他：		60.0		20.0		0.0		20.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	


知っている	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	26.613965744401	27.559055118109999	14.901960784313999	知らない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	73.386034255599	72.440944881890005	85.098039215686001	







ダウンロードしている	







環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	10.1	10.6	5.0999999999999996	ダウンロードしていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	89.9	89.4	94.9	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	70.129870129870895	85.185185185186	76.923076923076991	0	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	0	







出力した資料を見たことがある者がいる	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	25.974025974025999	29.629629629629999	23.076923076922998	出力した資料を課内で供覧した	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	28.571428571428999	37.037037037037003	23.076923076922998	出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	11.688311688312	18.518518518518999	30.769230769231001	その他	



環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.8961038961039001	0	0	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	









部局×活用

				■クロス集計表(n表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		312		961

				部門		環境部局		759		202		557

						企画部局		254		70		184

						産業部局		255		38		217

						その他：		5		2		3

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

						その他：		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				185		41		95		58		13

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

						企画部局		14		3		1		9		1

						産業部局		6		2		0		4		1

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

				部門		環境部局		202		33		169

						企画部局		70		13		57

						産業部局		38		6		32

						その他：		2		0		2

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				52		11		32		23		9

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

						企画部局		13		5		3		9		3

						産業部局		6		1		6		0		0

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

				部門		環境部局		202		77		125

						企画部局		70		27		43

						産業部局		38		13		25

						その他：		2		0		2

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				117		72		27		10		35		5

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

						企画部局		27		18		9		1		5		2

						産業部局		13		12		6		0		0		1

						その他：		0		0		0		0		0		0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他：		ダウンロードしたものの、利用できていない				知らない		ダウンロードしていない

				全体				117		31		35		18		3		30				961		195

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23				557		125				759

						企画部局		27		8		10		5		0		4				184		43				254

						産業部局		13		3		3		4		0		3				217		25				255

						その他：		0		0		0		0		0		0				3		2				5

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				1273		18		1255

				部門		環境部局		759		9		750

						企画部局		254		5		249

						産業部局		255		4		251

						その他：		5		0		5



				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				部門		環境部局
（n=759）		1.2%		98.8%

						企画部局
（n=254）		2.0%		98.0%

						産業部局
（n=255）		1.6%		98.4%										11.9%

						その他
（n=5）		0.0%		100.0%										18.9%

																				31.4%

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない		ダウンロードしたものの、利用できていない		知らない		ダウンロードしていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38		30		961		195

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29		23		557		125		759

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7		4		184		43

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2		3		217		25

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局		759		25		734

						企画部局		254		16		238

						産業部局		255		8		247

						その他		5		0		5



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		100.0%		3.3%		96.7%

						企画部局
（n=254）		100.0%		6.3%		93.7%

						産業部局
（n=255）		100.0%		3.1%		96.9%

						その他		100.0%		0.0%		100.0%



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				87		59		50		49		35

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

						企画部局		23		17		15		8		16

						産業部局		10		8		10		2		4

						その他：		0		0		0		0		0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

						その他：		0		0		0		0		0		0		0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

						その他：		2		0		0		1		1		1		0		0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

						その他：		2		0		0		0		1		1

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

				部門		環境部局		759		119		640

						企画部局		254		26		228

						産業部局		255		29		226

						その他：		5		1		4

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

				部門		環境部局		759		71		212		361		115

						企画部局		254		72		123		54		5

						産業部局		255		100		98		54		3

						その他：		5		1		1		3		0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

				部門		環境部局		759		92		667

						企画部局		254		101		153

						産業部局		255		156		99

						その他：		5		1		4

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

				部門		環境部局		759		233		526

						企画部局		254		238		16

						産業部局		255		183		72

						その他：		5		3		2

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

						企画部局		254		210		106		75		6

						産業部局		255		208		59		60		10

						その他：		5		3		1		0		1



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	


出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	1.1857707509881422E-2	1.968503937007874E-2	1.5686274509803921E-2	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.98814229249011853	0.98031496062992129	0.98431372549019602	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.2938076416337288E-2	6.2992125984251968E-2	3.1372549019607843E-2	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.96706192358366272	0.93700787401574803	0.96862745098039216	









部局別

				■クロス集計表(n%表)				＊■は各表側の1位、■は各表側の2位、■は各表側の3位（以降の表も同様） カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ イコウ ヒョウ ドウヨウ

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		759		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		254		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		255		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		5		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

								100.0		59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

								100.0		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

								100.0		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

								100.0		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会		環境省のホームページ		その他

				全体				185		41		95		58		13

								100.0		22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

								100.0		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		14		3		1		9		1

								100.0		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		6		2		0		4		1

								100.0		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		202		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		70		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		38		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他

				全体				52		11		32		23		9

								100.0		21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

								100.0		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		13		5		3		9		3

								100.0		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		6		1		6		0		0

								100.0		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

								100.0		37.5		62.5

				部門		環境部局		202		77		125

								100.0		38.1		61.9

						企画部局		70		27		43

								100.0		38.6		61.4

						産業部局		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他

				全体				117		72		27		10		35		5

								100.0		61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

								100.0		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		27		18		9		1		5		2

								100.0		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4		10.3

						産業部局		13		12		6		0		0		1

								100.0		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				117		31		35		18		3		30

								100.0		26.5		29.9		15.4		2.6		25.6

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23

								100.0		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9

						企画部局		27		8		10		5		0		4

								100.0		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8

						産業部局		13		3		3		4		0		3

								100.0		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

								100.0		1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

								100.0		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

								100.0		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

								100.0		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38

								100.0		47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				全体				49		41		11		1		11		3		3		2

								100.0		0.8367_xa		0.2245_xa		0.0204_xa		0.2245_xa		0.0612_xa		0.0612_xa		0.0408_xa

				部門		環境部局		25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画部局		16		14		3		0		2		0		1		2

								100.0		0.8750_xa		0.1875_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0625_xa		0.1250_xa

						産業部局		8		8		3		0		0		1		2		0

								100.0		1.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.2500_xa		0.0000_xa

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済		地域のエネルギー消費		地域の概況

				全体				87		59		50		49		35

								100.0		67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

								100.0		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		23		17		15		8		16

								100.0		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		10		8		10		2		4

								100.0		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

								100.0		3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

								100.0		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

								100.0		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

								100.0		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

								100.0		48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

								100.0		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

								100.0		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

								100.0		54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

								100.0		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

								100.0		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

								100.0		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

								100.0		13.7		86.3

				部門		環境部局		759		119		640

								100.0		15.7		84.3

						企画部局		254		26		228

								100.0		10.2		89.8

						産業部局		255		29		226

								100.0		11.4		88.6

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

								100.0		19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		759		71		212		361		115				0.372859025

								100.0		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		254		72		123		54		5				0.7677165354

								100.0		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		255		100		98		54		3				0.7764705882

								100.0		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他		5		1		1		3		0

								100.0		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

								100.0		27.5		72.5

				部門		環境部局		759		92		667

								100.0		12.1		87.9

						企画部局		254		101		153

								100.0		39.8		60.2

						産業部局		255		156		99

								100.0		61.2		38.8

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

								100.0		51.6		48.4

				部門		環境部局		759		233		526

								100.0		30.7		69.3

						企画部局		254		238		16

								100.0		93.7		6.3

						産業部局		255		183		72

								100.0		71.8		28.2

						その他		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

								100.0		77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

								100.0		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		254		210		106		75		6

								100.0		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		255		208		59		60		10

								100.0		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他		5		3		1		0		1

								100.0		60.0		20.0		0.0		20.0

				Q3-2.自動作成ツールをダウンロードする際の課題はありましたか。

				SA

								ｎ		ある		ない

				全体				117		29		88

								100.0		24.8		75.2

				部門		環境部局		77		15		62

								100.0		19.5		80.5

						企画部局		27		11		16

								100.0		40.7		59.3

						産業部局		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0



				Q4-4.自動作成ツールを活用する際に有識者または関係団体の支援を受けましたか。

				SA

								ｎ		受けた		受けていない

				全体				87		5		82

								100.0		5.7		94.3

				部門		環境部局		54		2		52

								100.0		3.7		96.3

						企画部局		23		2		21

								100.0		8.7		91.3

						産業部局		10		1		9

								100.0		10.0		90.0

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




部局×クロス軸×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		142		8		134

								100.0		5.6		94.4

						1～3万人未満		176		21		155

								100.0		11.9		88.1

						3～5万人未満		119		31		88

								100.0		26.1		73.9

						5～10万人未満		141		41		100

								100.0		29.1		70.9

						10～20万人未満		89		39		50

								100.0		43.8		56.2

						20～50万人未満		66		45		21

								100.0		68.2		31.8

						50万人以上		26		17		9

								100.0		65.4		34.6

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		17		5		12

								100.0		29.4		70.6

						指定都市		13		9		4

								100.0		69.2		30.8

						中核市		43		34		9

								100.0		79.1		20.9

						施行時特例市		17		10		7

								100.0		58.8		41.2

						その他の市		360		122		238

								100.0		33.9		66.1

						町村		309		22		287

								100.0		7.1		92.9

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		45		7		38

								100.0		15.6		84.4

						80以上90未満		283		67		216

								100.0		23.7		76.3

						90以上100未満		405		124		281

								100.0		30.6		69.4

						100以上110未満		21		4		17

								100.0		19.0		81.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		335		116		219

								100.0		34.6		65.4

						実施していない		424		86		338

								100.0		20.3		79.7

				地域経済循環の重視		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		92		40		52

								100.0		43.5		56.5

						企画又は実施していない		667		162		505

								100.0		24.3		75.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		119		61		58

								100.0		51.3		48.7

						実施していない		640		141		499

								100.0		22.0		78.0

				RESASの認知		知っている		233		137		96

								100.0		58.8		41.2

						知らない		526		65		461

								100.0		12.4		87.6

				部局間連携		普段から情報共有をしている		564		152		412

								100.0		27.0		73.0

						連携して施策を検討している		170		56		114

								100.0		32.9		67.1

						連携して施策を実施している		108		36		72

								100.0		33.3		66.7

						連携していない		82		15		67

								100.0		18.3		81.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・全体				254		70		184

								100.0		27.6		72.4

				S1.人口区分		1万人未満		45		11		34

								100.0		24.4		75.6

						1～3万人未満		47		7		40

								100.0		14.9		85.1

						3～5万人未満		31		11		20

								100.0		35.5		64.5

						5～10万人未満		53		20		33

								100.0		37.7		62.3

						10～20万人未満		36		5		31

								100.0		13.9		86.1

						20～50万人未満		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						50万人以上		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

				FLAG4		特別区		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						指定都市		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						中核市		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						施行時特例市		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

						その他の市		122		38		84

								100.0		31.1		68.9

						町村		93		18		75

								100.0		19.4		80.6

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		14		3		11

								100.0		21.4		78.6

						80以上90未満		99		25		74

								100.0		25.3		74.7

						90以上100未満		131		41		90

								100.0		31.3		68.7

						100以上110未満		7		1		6

								100.0		14.3		85.7

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		201		55		146

								100.0		27.4		72.6

						実施していない		53		15		38

								100.0		28.3		71.7

				地域経済循環の重視		重視している		72		23		49

								100.0		31.9		68.1

						やや重視している		123		38		85

								100.0		30.9		69.1

						あまり重視していない		54		8		46

								100.0		14.8		85.2

						重視していない		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		101		29		72

								100.0		28.7		71.3

						企画又は実施していない		153		41		112

								100.0		26.8		73.2

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						実施していない		228		60		168

								100.0		26.3		73.7

				RESASの認知状況		知っている		238		68		170

								100.0		28.6		71.4

						知らない		16		2		14

								100.0		12.5		87.5

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		210		53		157

								100.0		25.2		74.8

						連携して施策を検討している		106		31		75

								100.0		29.2		70.8

						連携して施策を実施している		75		19		56

								100.0		25.3		74.7

						連携していない		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				産業部局・全体				255		38		217

								100.0		14.9		85.1

				S1.人口区分		1万人未満		42		1		41

								100.0		2.4		97.6

						1～3万人未満		47		6		41

								100.0		12.8		87.2

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		65		10		55

								100.0		15.4		84.6

						10～20万人未満		34		6		28

								100.0		17.6		82.4

						20～50万人未満		25		9		16

								100.0		36.0		64.0

						50万人以上		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

				FLAG4		特別区		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						指定都市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						中核市		17		4		13

								100.0		23.5		76.5

						施行時特例市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						その他の市		130		24		106

								100.0		18.5		81.5

						町村		90		5		85

								100.0		5.6		94.4

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		15		0		15

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		103		10		93

								100.0		9.7		90.3

						90以上100未満		128		28		100

								100.0		21.9		78.1

						100以上110未満		6		0		6

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		203		31		172

								100.0		15.3		84.7

						実施していない		52		7		45

								100.0		13.5		86.5

				地域経済循環の重視		重視している		100		20		80

								100.0		20.0		80.0

						やや重視している		98		12		86

								100.0		12.2		87.8

						あまり重視していない		54		6		48

								100.0		11.1		88.9

						重視していない		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		156		26		130

								100.0		16.7		83.3

						企画又は実施していない		99		12		87

								100.0		12.1		87.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						実施していない		226		28		198

								100.0		12.4		87.6

				RESASの認知状況		知っている		183		38		145

								100.0		20.8		79.2

						知らない		72		0		72

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		208		30		178

								100.0		14.4		85.6

						連携して施策を検討している		59		7		52

								100.0		11.9		88.1

						連携して施策を実施している		60		14		46

								100.0		23.3		76.7

						連携していない		10		0		10

								100.0		0.0		100.0

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				その他：・全体				5		2		3

								100.0		40.0		60.0

				S1.人口区分		1万人未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						町村		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						80以上90未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						90以上100未満		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						やや重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						あまり重視していない		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						企画又は実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				RESASの認知状況		知っている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						連携して施策を検討している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】重視×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局 カンキョウ ブキョク				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				地域経済循環の重視		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】人口×重視

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知っている				202		40		162

								100.0		19.8		80.2

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						10～20万人未満		39		6		33

								100.0		15.4		84.6

						20～50万人未満		45		10		35

								100.0		22.2		77.8

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知らない・全体				557		52		505

								100.0		9.3		90.7

				S1.人口区分		1万人未満		134		12		122

								100.0		9.0		91.0

						1～3万人未満		155		8		147

								100.0		5.2		94.8

						3～5万人未満		88		12		76

								100.0		13.6		86.4

						5～10万人未満		100		9		91

								100.0		9.0		91.0

						10～20万人未満		50		4		46

								100.0		8.0		92.0

						20～50万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						50万人以上		9		4		5

								100.0		44.4		55.6

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知っている				202		29		66		80		27

								100.0		14.4		32.7		39.6		13.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		1		3		3		1

								100.0		12.5		37.5		37.5		12.5

						1～3万人未満		21		1		8		11		1

								100.0		4.8		38.1		52.4		4.8

						3～5万人未満		31		3		8		16		4

								100.0		9.7		25.8		51.6		12.9

						5～10万人未満		41		6		6		21		8

								100.0		14.6		14.6		51.2		19.5

						10～20万人未満		39		6		14		12		7

								100.0		15.4		35.9		30.8		17.9

						20～50万人未満		45		6		19		14		6

								100.0		13.3		42.2		31.1		13.3

						50万人以上		17		6		8		3		0

								100.0		35.3		47.1		17.6		0.0



								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知らない・全体				557		42		146		281		88

								100.0		7.5		26.2		50.4		15.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		134		12		40		59		23

								100.0		9.0		29.9		44.0		17.2

						1～3万人未満		155		12		33		86		24

								100.0		7.7		21.3		55.5		15.5

						3～5万人未満		88		4		32		42		10

								100.0		4.5		36.4		47.7		11.4

						5～10万人未満		100		4		25		53		18

								100.0		4.0		25.0		53.0		18.0

						10～20万人未満		50		7		7		28		8

								100.0		14.0		14.0		56.0		16.0

						20～50万人未満		21		1		3		13		4

								100.0		4.8		14.3		61.9		19.0

						50万人以上		9		2		6		0		1

								100.0		22.2		66.7		0.0		11.1

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				知っている				202		61		141

								100.0		30.2		69.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		1		20

								100.0		4.8		95.2

						3～5万人未満		31		7		24

								100.0		22.6		77.4

						5～10万人未満		41		9		32

								100.0		22.0		78.0

						10～20万人未満		39		16		23

								100.0		41.0		59.0

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		13		4

								100.0		76.5		23.5

								ｎ		実施している		実施していない

				知らない・全体				557		58		499

								100.0		10.4		89.6

				S1.人口区分		1万人未満		134		8		126

								100.0		6.0		94.0

						1～3万人未満		155		12		143

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		88		7		81

								100.0		8.0		92.0

						5～10万人未満		100		14		86

								100.0		14.0		86.0

						10～20万人未満		50		9		41

								100.0		18.0		82.0

						20～50万人未満		21		5		16

								100.0		23.8		76.2

						50万人以上		9		3		6

								100.0		33.3		66.7
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【環境・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				71		29		42

								100.0		40.8		59.2

				S1.人口区分		1万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

						5～10万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						10～20万人未満		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		7		6		1

								100.0		85.7		14.3

						50万人以上		8		6		2

								100.0		75.0		25.0

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				212		66		146

								100.0		31.1		68.9

				S1.人口区分		1万人未満		43		3		40

								100.0		7.0		93.0

						1～3万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						3～5万人未満		40		8		32

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		31		6		25

								100.0		19.4		80.6

						10～20万人未満		21		14		7

								100.0		66.7		33.3

						20～50万人未満		22		19		3

								100.0		86.4		13.6

						50万人以上		14		8		6

								100.0		57.1		42.9



								ｎ		知っている		知らない

				環境部局・重視している＆やや重視している カンキョウ ブキョク ジュウシ				283		95		188

								100.0		0.3357_xa		0.6643_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		56		4		52

								100.0		0.0714_xa		0.9286_xa				36

						1～3万人未満		54		9		45				0.3789473684

								100.0		0.1667_xa		0.8333_xa

						3～5万人未満		47		11		36

								100.0		0.2340_xa		0.7660_xa

						5～10万人未満		41		12		29				59

								100.0		0.2927_xa		0.7073_xa				62.1052631578947000%

						10～20万人未満		34		20		14

								100.0		0.5882_xa		0.4118_xa

						20～50万人未満		29		25		4

								100.0		0.8621_xa		0.1379_xa

						50万人以上		22		14		8

								100.0		0.6364_xa		0.3636_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				361		80		281

								100.0		22.2		77.8

				S1.人口区分		1万人未満		62		3		59

								100.0		4.8		95.2

						1～3万人未満		97		11		86

								100.0		11.3		88.7

						3～5万人未満		58		16		42

								100.0		27.6		72.4

						5～10万人未満		74		21		53

								100.0		28.4		71.6

						10～20万人未満		40		12		28

								100.0		30.0		70.0

						20～50万人未満		27		14		13

								100.0		51.9		48.1

						50万人以上		3		3		0

								100.0		100.0		0.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				115		27		88				0.224789916

								100.0		23.5		76.5

				S1.人口区分		1万人未満		24		1		23

								100.0		4.2		95.8

						1～3万人未満		25		1		24

								100.0		4.0		96.0

						3～5万人未満		14		4		10

								100.0		28.6		71.4

						5～10万人未満		26		8		18

								100.0		30.8		69.2

						10～20万人未満		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

						20～50万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						50万人以上		1		0		1

								100.0		0.0		100.0
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【企画・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [企画部局 : Q1S2 OR 2]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				72		23		49

								100.0		31.9		68.1

				S1.人口区分		1万人未満		8		3		5

								100.0		37.5		62.5

						1～3万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						3～5万人未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		15		8		7

								100.0		53.3		46.7

						10～20万人未満		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						20～50万人未満		8		5		3

								100.0		62.5		37.5

						50万人以上		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				123		38		85

								100.0		30.9		69.1

				S1.人口区分		1万人未満		24		6		18

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		19		5		14

								100.0		26.3		73.7

						3～5万人未満		16		8		8

								100.0		50.0		50.0

						5～10万人未満		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						10～20万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						20～50万人未満		15		4		11

								100.0		26.7		73.3

						50万人以上		8		4		4

								100.0		50.0		50.0



								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・重視している＆やや重視している キカク				123		61		134

								100.0		0.4959_xa		1.0894_xa

				S1.人口区分		1万人未満		24		9		23

								100.0		0.3750_xa		0.9583_xa

						1～3万人未満		19		6		28

								100.0		0.3158_xa		1.4737_xa

						3～5万人未満		16		10		16

								100.0		0.6250_xa		1.0000_xa

						5～10万人未満		26		18		23

								100.0		0.6923_xa		0.8846_xa

						10～20万人未満		15		4		24

								100.0		0.2667_xa		1.6000_xa

						20～50万人未満		15		9		14

								100.0		0.6000_xa		0.9333_xa

						50万人以上		8		5		6

								100.0		0.6250_xa		0.7500_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				54		8		46

								100.0		14.8		85.2

				S1.人口区分		1万人未満		12		2		10

								100.0		16.7		83.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		9		2		7

								100.0		22.2		77.8

						10～20万人未満		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						20～50万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						5～10万人未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0
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部局×クロス軸×DL

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				環境部局				202		77		125

								100.0		38.1		61.9

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		21		6		15

								100.0		28.6		71.4

						3～5万人未満		31		8		23

								100.0		25.8		74.2

						5～10万人未満		41		19		22

								100.0		46.3		53.7

						10～20万人未満		39		18		21

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

						指定都市		9		5		4

								100.0		55.6		44.4

						中核市		34		12		22

								100.0		35.3		64.7

						施行時特例市		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						その他の市		122		50		72

								100.0		41.0		59.0

						町村		22		6		16

								100.0		27.3		72.7

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						80以上90未満		67		28		39

								100.0		41.8		58.2

						90以上100未満		124		45		79

								100.0		36.3		63.7

						100以上110未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		116		48		68

								100.0		41.4		58.6

						実施していない		86		29		57

								100.0		33.7		66.3

				地域経済循環の重視		重視している		29		12		17

								100.0		41.4		58.6

						やや重視している		66		25		41

								100.0		37.9		62.1

						あまり重視していない		80		33		47

								100.0		41.3		58.8

						重視していない		27		7		20

								100.0		25.9		74.1

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		40		21		19

								100.0		52.5		47.5

						企画又は実施していない		162		56		106

								100.0		34.6		65.4

				地域循環共生圏の取組		実施している		61		30		31

								100.0		49.2		50.8

						実施していない		141		47		94

								100.0		33.3		66.7

				RESASの認知		知っている		137		57		80

								100.0		41.6		58.4

						知らない		65		20		45

								100.0		30.8		69.2

				部局間連携		普段から情報共有をしている		152		54		98

								100.0		35.5		64.5

						連携して施策を検討している		56		29		27

								100.0		51.8		48.2

						連携して施策を実施している		36		17		19

								100.0		47.2		52.8

						連携していない		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				企画部局・全体				70		27		43

								100.0		38.6		61.4

				S1.人口区分		1万人未満		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

						1～3万人未満		7		0		7

								100.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		11		4		7

								100.0		36.4		63.6

						5～10万人未満		20		11		9

								100.0		55.0		45.0

						10～20万人未満		5		4		1

								100.0		80.0		20.0

						20～50万人未満		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						50万人以上		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						中核市		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						施行時特例市		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						その他の市		38		20		18

								100.0		52.6		47.4

						町村		18		2		16

								100.0		11.1		88.9

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		25		13		12

								100.0		52.0		48.0

						90以上100未満		41		14		27

								100.0		34.1		65.9

						100以上110未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		55		21		34

								100.0		38.2		61.8

						実施していない		15		6		9

								100.0		40.0		60.0

				地域経済循環の重視		重視している		23		13		10

								100.0		56.5		43.5

						やや重視している		38		12		26

								100.0		31.6		68.4

						あまり重視していない		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						企画又は実施していない		41		17		24

								100.0		41.5		58.5

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						実施していない		60		23		37

								100.0		38.3		61.7

				RESASの認知状況		知っている		68		27		41

								100.0		39.7		60.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		53		23		30

								100.0		43.4		56.6

						連携して施策を検討している		31		12		19

								100.0		38.7		61.3

						連携して施策を実施している		19		9		10

								100.0		47.4		52.6

						連携していない		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				産業部局・全体				38		13		25

								100.0		34.2		65.8

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						3～5万人未満		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

						5～10万人未満		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						10～20万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						20～50万人未満		9		3		6

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						中核市		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						施行時特例市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						その他の市		24		8		16

								100.0		33.3		66.7

						町村		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						90以上100未満		28		11		17

								100.0		39.3		60.7

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		31		10		21

								100.0		32.3		67.7

						実施していない		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

				地域経済循環の重視		重視している		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						やや重視している		12		5		7

								100.0		41.7		58.3

						あまり重視していない		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		26		9		17

								100.0		34.6		65.4

						企画又は実施していない		12		4		8

								100.0		33.3		66.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						実施していない		28		7		21

								100.0		25.0		75.0

				RESASの認知状況		知っている		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		30		10		20

								100.0		33.3		66.7

						連携して施策を検討している		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						連携して施策を実施している		14		7		7

								100.0		50.0		50.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				その他：・全体				2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S1.人口区分		1万人未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						町村		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						やや重視している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						企画又は実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						実施していない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				RESASの認知状況		知っている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を検討している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】重視×DLしていない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

				地域経済循環の重視		重視している		19		9		5		0		1		1		0		5

								100.0		47.4		26.3		0.0		5.3		5.3		0.0		26.3

						やや重視している		48		22		9		1		12		10		1		3

								100.0		45.8		18.8		2.1		25.0		20.8		2.1		6.3

						あまり重視していない		57		40		8		0		15		11		0		6

								100.0		70.2		14.0		0.0		26.3		19.3		0.0		10.5

						重視していない		24		13		2		0		5		7		1		2

								100.0		54.2		8.3		0.0		20.8		29.2		4.2		8.3

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				ダウンロードしたものの、利用できていない・全体				23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

				地域経済循環の重視		重視している		2		1		1		0		0		0		0		0

								100.0		50.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		7		5		1		0		1		1		0		0

								100.0		71.4		14.3		0.0		14.3		14.3		0.0		0.0

						あまり重視していない		10		6		1		0		2		0		0		4

								100.0		60.0		10.0		0.0		20.0		0.0		0.0		40.0

						重視していない		4		0		1		0		2		0		0		1

								100.0		0.0		25.0		0.0		50.0		0.0		0.0		25.0

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1] ダウンロードしていない

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				環境部局・ダウンロードしていない カンキョウ ブキョク				125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		0.5760000_xa_xa		0.1600000_xa_xa		0.0080000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.0160000_xa_xa		0.0880000_xa_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		17		8		4		0		1		1		0		5						43.1034482758621000%

								100.0		0.4705882_xa_xa		0.2352941_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2941176_xa_xa

						やや重視している		41		17		8		1		11		9		1		3

								100.0		0.4146341_xa_xa		0.1951220_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.2682927_xa_xa		0.2195122_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.0731707_xa_xa

						あまり重視していない		47		34		7		0		13		11		0		2

								100.0		0.7234043_xa_xa		0.1489362_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2765957_xa_xa		0.2340426_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0425532_xa_xa

						重視していない		20		13		1		0		3		7		1		1

								100.0		0.6500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.1500000_xa_xa		0.3500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未DL団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				195		97		36		3		41		45		24		16

								100.0		49.7		18.5		1.5		21.0		23.1		12.3		8.2

				部門 ブモン		環境部局		125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		57.6		16.0		0.8		22.4		22.4		1.6		8.8

						企画部局		43		14		11		1		10		6		16		5

								100.0		32.6		25.6		2.3		23.3		14.0		37.2		11.6

						産業部局		25		11		5		0		2		10		6		0

								100.0		44.0		20.0		0.0		8.0		40.0		24.0		0.0

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未活用団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				30		13		5		0		5		3		2		7

								100.0		43.3		16.7		0.0		16.7		10.0		6.7		23.3

				部門 ブモン		環境部局		23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

						企画部局		4		1		1		0		0		1		1		1

								100.0		25.0		25.0		0.0		0.0		25.0		25.0		25.0

						産業部局		3		0		0		0		0		1		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		33.3		33.3

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未DL団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				195		110		137		124		15		10

								100.0		56.4		70.3		63.6		7.7		5.1

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		125		76		87		72		9		7

								100.0		60.8		69.6		57.6		7.2		5.6

						企画部局 キカク ブキョク		43		22		31		34		4		1

								100.0		51.2		72.1		79.1		9.3		2.3

						産業部局 サンギョウ ブキョク		25		12		19		18		1		1

								100.0		48.0		76.0		72.0		4.0		4.0

						その他 タ		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未活用団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				30		13		24		17		4		0

								100.0		43.3		80.0		56.7		13.3		0.0

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		23		11		18		13		3		0

								100.0		47.8		78.3		56.5		13.0		0.0

						企画部局 キカク ブキョク		4		2		3		2		1		0

								100.0		50.0		75.0		50.0		25.0		0.0

						産業部局 サンギョウ ブキョク		3		0		3		2		0		0

								100.0		0.0		100.0		66.7		0.0		0.0

						その他 タ		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




部局×クロス軸×活用

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				環境部局				54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						5～10万人未満		13		4		1		0		1		0		0		0		8

								100.0		30.8		7.7		0.0		7.7		0.0		0.0		0.0		61.5

						10～20万人未満		14		7		2		0		3		2		0		0		5

								100.0		50.0		14.3		0.0		21.4		14.3		0.0		0.0		35.7

						20～50万人未満		11		4		1		0		2		0		0		0		6

								100.0		36.4		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		0.0		54.5

						50万人以上		7		2		1		1		3		0		0		0		3

								100.0		28.6		14.3		14.3		42.9		0.0		0.0		0.0		42.9

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		4		2		1		1		2		0		0		0		1

								100.0		50.0		25.0		25.0		50.0		0.0		0.0		0.0		25.0

						中核市		11		2		1		0		3		0		0		0		7

								100.0		18.2		9.1		0.0		27.3		0.0		0.0		0.0		63.6

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		34		14		3		0		4		2		0		0		17

								100.0		41.2		8.8		0.0		11.8		5.9		0.0		0.0		50.0

						町村		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		2		1		0		0		0		1		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0

						80以上90未満		18		4		2		0		1		1		0		0		13

								100.0		22.2		11.1		0.0		5.6		5.6		0.0		0.0		72.2

						90以上100未満		32		14		3		1		7		0		0		0		14

								100.0		43.8		9.4		3.1		21.9		0.0		0.0		0.0		43.8

						100以上110未満		2		0		0		0		1		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		37		13		4		1		8		1		0		0		19

								100.0		35.1		10.8		2.7		21.6		2.7		0.0		0.0		51.4

						実施していない		17		6		1		0		1		1		0		0		10

								100.0		35.3		5.9		0.0		5.9		5.9		0.0		0.0		58.8

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		10		6		2		1		2		0		0		0		4

								100.0		60.0		20.0		10.0		20.0		0.0		0.0		0.0		40.0

						やや重視している		18		5		2		0		5		2		0		0		9

								100.0		27.8		11.1		0.0		27.8		11.1		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		23		8		1		0		2		0		0		0		13

								100.0		34.8		4.3		0.0		8.7		0.0		0.0		0.0		56.5

						重視していない		3		0		0		0		0		0		0		0		3

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		18		9		2		1		5		1		0		0		6

								100.0		50.0		11.1		5.6		27.8		5.6		0.0		0.0		33.3

						企画又は実施していない		36		10		3		0		4		1		0		0		23

								100.0		27.8		8.3		0.0		11.1		2.8		0.0		0.0		63.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		12		3		1		7		2		0		0		10

								100.0		46.2		11.5		3.8		26.9		7.7		0.0		0.0		38.5

						実施していない		28		7		2		0		2		0		0		0		19

								100.0		25.0		7.1		0.0		7.1		0.0		0.0		0.0		67.9

				RESASの認知		知っている		42		14		5		1		6		2		0		0		25

								100.0		33.3		11.9		2.4		14.3		4.8		0.0		0.0		59.5

						知らない		12		5		0		0		3		0		0		0		4

								100.0		41.7		0.0		0.0		25.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				部局間連携		普段から情報共有をしている		38		12		4		0		6		2		0		0		21

								100.0		31.6		10.5		0.0		15.8		5.3		0.0		0.0		55.3

						連携して施策を検討している		20		8		2		1		5		1		0		0		9

								100.0		40.0		10.0		5.0		25.0		5.0		0.0		0.0		45.0

						連携して施策を実施している		9		4		2		1		2		1		0		0		4

								100.0		44.4		22.2		11.1		22.2		11.1		0.0		0.0		44.4

						連携していない		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				環境部局				25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						5～10万人未満		5		4		1		0		1		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						10～20万人未満		9		7		2		0		3		2		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.3333_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						20～50万人未満		5		4		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						50万人以上		4		2		1		1		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.2500_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		3		2		1		1		2		0		0		0

								100.0		0.6667_xa		0.3333_xa		0.3333_xa		0.6667_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						中核市		4		2		1		0		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.0000_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						その他の市		17		14		3		0		4		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.1765_xa		0.0000_xa		0.2353_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						80以上90未満		5		4		2		0		1		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						90以上100未満		18		14		3		1		7		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.1667_xa		0.0556_xa		0.3889_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						100以上110未満		1		0		0		0		1		0		0		0

								100.0		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		18		13		4		1		8		1		0		0

								100.0		0.7222_xa		0.2222_xa		0.0556_xa		0.4444_xa		0.0556_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		7		6		1		0		1		1		0		0

								100.0		0.8571_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.1429_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		6		6		2		1		2		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.3333_xa		0.1667_xa		0.3333_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						やや重視している		9		5		2		0		5		2		0		0

								100.0		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						あまり重視していない		10		8		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.1000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		12		9		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1667_xa		0.0833_xa		0.4167_xa		0.0833_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画又は実施していない		13		10		3		0		4		1		0		0

								100.0		0.7692_xa		0.2308_xa		0.0000_xa		0.3077_xa		0.0769_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地域循環共生圏の取組		実施している		16		12		3		1		7		2		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1875_xa		0.0625_xa		0.4375_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		9		7		2		0		2		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				RESASの認知		知っている		17		14		5		1		6		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.2941_xa		0.0588_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						知らない		8		5		0		0		3		0		0		0

								100.0		0.6250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				部局間連携		普段から情報共有をしている		17		12		4		0		6		2		0		0

								100.0		0.7059_xa		0.2353_xa		0.0000_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を検討している		11		8		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7273_xa		0.1818_xa		0.0909_xa		0.4545_xa		0.0909_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を実施している		5		4		2		1		2		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携していない		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				企画部局・全体				23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

				S1.人口区分		1万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		3		3		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		9		5		1		0		2		0		0		1		3

								100.0		55.6		11.1		0.0		22.2		0.0		0.0		11.1		33.3

						10～20万人未満		4		2		1		0		0		0		1		0		2

								100.0		50.0		25.0		0.0		0.0		0.0		25.0		0.0		50.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						50万人以上		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						施行時特例市		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						その他の市		16		10		3		0		2		0		1		1		5

								100.0		62.5		18.8		0.0		12.5		0.0		6.3		6.3		31.3

						町村		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		11		7		2		0		1		0		1		0		3

								100.0		63.6		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		0.0		27.3

						90以上100未満		12		7		1		0		1		0		0		2		4

								100.0		58.3		8.3		0.0		8.3		0.0		0.0		16.7		33.3

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		17		12		3		0		2		0		1		1		4

								100.0		70.6		17.6		0.0		11.8		0.0		5.9		5.9		23.5

						実施していない		6		2		0		0		0		0		0		1		3

								100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		16.7		50.0

				地域経済循環の重視		重視している		11		6		1		0		2		0		0		2		3

								100.0		54.5		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		18.2		27.3

						やや重視している		11		7		2		0		0		0		1		0		4

								100.0		63.6		18.2		0.0		0.0		0.0		9.1		0.0		36.4

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		9		5		2		0		2		0		1		1		3

								100.0		55.6		22.2		0.0		22.2		0.0		11.1		11.1		33.3

						企画又は実施していない		14		9		1		0		0		0		0		1		4

								100.0		64.3		7.1		0.0		0.0		0.0		0.0		7.1		28.6

				地域循環共生圏の取組		実施している		3		2		2		0		2		0		1		1		0

								100.0		66.7		66.7		0.0		66.7		0.0		33.3		33.3		0.0

						実施していない		20		12		1		0		0		0		0		1		7

								100.0		60.0		5.0		0.0		0.0		0.0		0.0		5.0		35.0

				RESASの認知状況		知っている		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		20		14		3		0		1		0		1		1		6

								100.0		70.0		15.0		0.0		5.0		0.0		5.0		5.0		30.0

						連携して施策を検討している		11		5		2		0		1		0		1		1		4

								100.0		45.5		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		9.1		36.4

						連携して施策を実施している		8		4		1		0		1		0		0		1		2

								100.0		50.0		12.5		0.0		12.5		0.0		0.0		12.5		25.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				産業部局・全体				10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		3		2		1		0		0		0		1		0		1

								100.0		66.7		33.3		0.0		0.0		0.0		33.3		0.0		33.3

						3～5万人未満		1		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		3		3		1		0		0		1		1		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		33.3		33.3		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						50万人以上		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						その他の市		6		6		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		16.7		33.3		0.0		0.0

						町村		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						90以上100未満		9		8		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		88.9		33.3		0.0		0.0		11.1		22.2		0.0		11.1

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		8		6		2		0		0		1		2		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		25.0		0.0		25.0

						実施していない		2		2		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		5		5		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		60.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						やや重視している		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		7		6		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		85.7		42.9		0.0		0.0		14.3		28.6		0.0		14.3

						企画又は実施していない		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				地域循環共生圏の取組		実施している		5		5		2		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		40.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						実施していない		5		3		1		0		0		0		0		0		2

								100.0		60.0		20.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		40.0

				RESASの認知状況		知っている		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		8		6		2		0		0		1		0		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		0.0		0.0		25.0

						連携して施策を検討している		2		2		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		5		4		1		0		0		1		2		0		1

								100.0		80.0		20.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		20.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				その他：・全体				0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						企画又は実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				RESASの認知状況		知っている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を検討している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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目次

				質問番号		設問文		軸
質問番号		表肩
質問番号		n%表		%表		n表

				Q1S5		Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP001		P001		N001

				Q2S1		Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP002		P002		N002

				Q2S2		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）		Q1S2				NP003		P003		N003

				Q2S2-2-F		Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度		Q1S2				NP004		P004		N004

				Q2S4		Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。		Q1S2				NP005		P005		N005

				Q2S5		Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP006		P006		N006

				Q2S6		Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。		Q1S2				NP007		P007		N007

				Q3S1		Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP008		P008		N008

				Q3S3		Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。		Q1S2				NP009		P009		N009

				Q4S1		Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP010		P010		N010

				Q4S2		Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）		Q1S2				NP011		P011		N011

				Q4S3		Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP012		P012		N012

				Q4S5		Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）		Q1S2				NP013		P013		N013

				Q5S1		Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）		Q1S2				NP014		P014		N014

				Q5S2		Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）		Q1S2				NP015		P015		N015

				Q6S8		Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。		Q1S2				NP016		P016		N016

				Q6S7		Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。		Q1S2				NP017		P017		N017

				Q6S6		Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。		Q1S2				NP018		P018		N018

				Q6S4		Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。		Q1S2				NP019		P019		N019

				Q6S2		Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）		Q1S2				NP020		P020		N020
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部局×認知・DL

				■クロス集計表(%表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								知っている		知らない

				部門		環境部局
（n=759）		26.6		73.4

						企画部局
（n=254）		27.6		72.4

						産業部局
（n=255）		14.9		85.1

						その他
（n=5）		40.0		60.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								平均値		最小値		最大値

				全体				2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0.00		0.00		0.00

						その他：		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								紹介した		紹介していない

				全体				16.7		83.3

				部門		環境部局		16.3		83.7

						企画部局		18.6		81.4

						産業部局		15.8		84.2

						その他：		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				部門		環境部局
（n=759）		10.1		89.9

						企画部局
（n=254）		10.6		89.4

						産業部局
（n=255）		5.1		94.9

						その他
（n=5）		0.0		100.0

																				38.0%

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4

						産業部局		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない								活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9				部門		環境部局
（n=759）		70.1		29.9

						企画部局
（n=254）		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8						企画部局
（n=254）		85.2		14.8

						産業部局
（n=255）		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1						産業部局
（n=255）		76.9		23.1

						その他
（n=5）		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0						その他
（n=5）		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他：		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他：		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他：		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								実施している		実施していない

				全体				13.7		86.3

				部門		環境部局		15.7		84.3

						企画部局		10.2		89.8

						産業部局		11.4		88.6

						その他：		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他：		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				27.5		72.5

				部門		環境部局		12.1		87.9

						企画部局		39.8		60.2

						産業部局		61.2		38.8

						その他：		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								知っている		知らない

				全体				51.6		48.4

				部門		環境部局		30.7		69.3

						企画部局		93.7		6.3

						産業部局		71.8		28.2

						その他：		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他：		60.0		20.0		0.0		20.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	


知っている	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	26.613965744401	27.559055118109999	14.901960784313999	知らない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	73.386034255599	72.440944881890005	85.098039215686001	







ダウンロードしている	







環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	10.1	10.6	5.0999999999999996	ダウンロードしていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	89.9	89.4	94.9	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	70.129870129870895	85.185185185186	76.923076923076991	0	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	その他
（n=5）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	0	







出力した資料を見たことがある者がいる	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	25.974025974025999	29.629629629629999	23.076923076922998	出力した資料を課内で供覧した	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	28.571428571428999	37.037037037037003	23.076923076922998	出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	11.688311688312	18.518518518518999	30.769230769231001	その他	



環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.8961038961039001	0	0	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	29.87012987013	14.814814814815	23.076923076922998	









部局×活用

				■クロス集計表(n表)

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		312		961

				部門		環境部局		759		202		557

						企画部局		254		70		184

						産業部局		255		38		217

						その他：		5		2		3

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他：

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

						その他：		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦		環境省のホームページ		その他：

				全体				185		41		95		58		13

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

						企画部局		14		3		1		9		1

						産業部局		6		2		0		4		1

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

				部門		環境部局		202		33		169

						企画部局		70		13		57

						産業部局		38		6		32

						その他：		2		0		2

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：

				全体				52		11		32		23		9

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

						企画部局		13		5		3		9		3

						産業部局		6		1		6		0		0

						その他：		0		0		0		0		0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

				部門		環境部局		202		77		125

						企画部局		70		27		43

						産業部局		38		13		25

						その他：		2		0		2

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他：

				全体				117		72		27		10		35		5

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

						企画部局		27		18		9		1		5		2

						産業部局		13		12		6		0		0		1

						その他：		0		0		0		0		0		0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他：		ダウンロードしたものの、利用できていない				知らない		ダウンロードしていない

				全体				117		31		35		18		3		30				961		195

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23				557		125				759

						企画部局		27		8		10		5		0		4				184		43				254

						産業部局		13		3		3		4		0		3				217		25				255

						その他：		0		0		0		0		0		0				3		2				5

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				1273		18		1255

				部門		環境部局		759		9		750

						企画部局		254		5		249

						産業部局		255		4		251

						その他：		5		0		5



				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								出力した資料を課の業務に用いた		ダウンロードしたものの、利用できていない

				部門		環境部局
（n=759）		1.2%		98.8%

						企画部局
（n=254）		2.0%		98.0%

						産業部局
（n=255）		1.6%		98.4%										11.9%

						その他
（n=5）		0.0%		100.0%										18.9%

																				31.4%

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他：

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない		ダウンロードしたものの、利用できていない		知らない		ダウンロードしていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38		30		961		195

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29		23		557		125		759

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7		4		184		43

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2		3		217		25

						その他：		0		0		0		0		0		0		0		0		0		0		3		2



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局		759		25		734

						企画部局		254		16		238

						産業部局		255		8		247

						その他		5		0		5



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		活用している カツヨウ		活用していない カツヨウ

				部門		環境部局
（n=759）		100.0%		3.3%		96.7%

						企画部局
（n=254）		100.0%		6.3%		93.7%

						産業部局
（n=255）		100.0%		3.1%		96.9%

						その他		100.0%		0.0%		100.0%



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済（売上、粗利益、産業構造、賃金・人件費、1人当たりの所得水準の分析）		地域のエネルギー消費		地域の概況（人口、就業者数など）

				全体				87		59		50		49		35

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

						企画部局		23		17		15		8		16

						産業部局		10		8		10		2		4

						その他：		0		0		0		0		0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他：		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

						その他：		0		0		0		0		0		0		0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

						その他：		2		0		0		1		1		1		0		0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他：		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

						その他：		2		0		0		0		1		1

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

				部門		環境部局		759		119		640

						企画部局		254		26		228

						産業部局		255		29		226

						その他：		5		1		4

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

				部門		環境部局		759		71		212		361		115

						企画部局		254		72		123		54		5

						産業部局		255		100		98		54		3

						その他：		5		1		1		3		0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

				部門		環境部局		759		92		667

						企画部局		254		101		153

						産業部局		255		156		99

						その他：		5		1		4

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

				部門		環境部局		759		233		526

						企画部局		254		238		16

						産業部局		255		183		72

						その他：		5		3		2

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

						企画部局		254		210		106		75		6

						産業部局		255		208		59		60		10

						その他：		5		3		1		0		1



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	


出力した資料を課の業務に用いた	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	1.1857707509881422E-2	1.968503937007874E-2	1.5686274509803921E-2	ダウンロードしたものの、利用できていない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.98814229249011853	0.98031496062992129	0.98431372549019602	







活用している	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	3.2938076416337288E-2	6.2992125984251968E-2	3.1372549019607843E-2	活用していない	

環境部局
（n=759）	企画部局
（n=254）	産業部局
（n=255）	0.96706192358366272	0.93700787401574803	0.96862745098039216	









部局別

				■クロス集計表(n%表)				＊■は各表側の1位、■は各表側の2位、■は各表側の3位（以降の表も同様） カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ カク ヒョウソク イ イコウ ヒョウ ドウヨウ

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		759		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		254		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		255		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		5		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-1.自動作成ツールをどのように知りましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境省からの案内		環境省以外の府省庁からの案内		雑誌・新聞等の記事		（株）価値総合研究所のホームページ		地域経済循環分析に関する書籍		RESAS（地域経済分析システム）		庁内の他課（室）からの紹介		他自治体からの紹介		その他

				全体				312		185		9		15		7		6		75		30		5		36

								100.0		59.3		2.9		4.8		2.2		1.9		24.0		9.6		1.6		11.5

				部門		環境部局		202		165		3		3		0		0		15		10		3		25

								100.0		81.7		1.5		1.5		0.0		0.0		7.4		5.0		1.5		12.4

						企画部局		70		14		4		9		3		2		39		11		2		5

								100.0		20.0		5.7		12.9		4.3		2.9		55.7		15.7		2.9		7.1

						産業部局		38		6		2		3		3		4		21		8		0		6

								100.0		15.8		5.3		7.9		7.9		10.5		55.3		21.1		0.0		15.8

						その他		2		0		0		0		1		0		0		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		メール・郵送による案内		地方公共団体実行計画に関する説明会		環境省のホームページ		その他

				全体				185		41		95		58		13

								100.0		22.2		51.4		31.4		7.0

				部門		環境部局		165		36		94		45		11

								100.0		21.8		57.0		27.3		6.7

						企画部局		14		3		1		9		1

								100.0		21.4		7.1		64.3		7.1

						産業部局		6		2		0		4		1

								100.0		33.3		0.0		66.7		16.7

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-2.環境省からの案内の媒体等について教えてください。（複数回答可）／2.地方公共団体実行計画に関する説明会　参加した年度：西暦＿年度

				

								ｎ		平均値		最小値		最大値

				全体				95		2018.47		2017.00		2019.00

				部門		環境部局		94		2018.47		2017.00		2019.00

						企画部局		1		2019.00		2019.00		2019.00

						産業部局		0		0.00		0.00		0.00

						その他：		0		0.00		0.00		0.00

				Q2-4.自動作成ツールを他部局に紹介しましたか。

				SA

								ｎ		紹介した		紹介していない

				全体				312		52		260

								100.0		16.7		83.3

				部門		環境部局		202		33		169

								100.0		16.3		83.7

						企画部局		70		13		57

								100.0		18.6		81.4

						産業部局		38		6		32

								100.0		15.8		84.2

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q2-5.どの課（室）に紹介しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他

				全体				52		11		32		23		9

								100.0		21.2		61.5		44.2		17.3

				部門		環境部局		33		5		23		14		6

								100.0		15.2		69.7		42.4		18.2

						企画部局		13		5		3		9		3

								100.0		38.5		23.1		69.2		23.1

						産業部局		6		1		6		0		0

								100.0		16.7		100.0		0.0		0.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				全体				312		117		195

								100.0		37.5		62.5

				部門		環境部局		202		77		125

								100.0		38.1		61.9

						企画部局		70		27		43

								100.0		38.6		61.4

						産業部局		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						その他		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				Q3-1.どのような目的で自動作成ツールをダウンロードしましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		補助金等の申請		具体的な目的はないが、とりあえずダウンロードした		その他

				全体				117		72		27		10		35		5

								100.0		61.5		23.1		8.5		29.9		4.3

				部門		環境部局		77		42		12		9		30		2

								100.0		54.5		15.6		11.7		39.0		2.6

						企画部局		27		18		9		1		5		2

								100.0		66.7		33.3		3.7		18.5		7.4		10.3

						産業部局		13		12		6		0		0		1

								100.0		92.3		46.2		0.0		0.0		7.7		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない

				全体				117		31		35		18		3		30

								100.0		26.5		29.9		15.4		2.6		25.6

				部門		環境部局		77		20		22		9		3		23

								100.0		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9

						企画部局		27		8		10		5		0		4

								100.0		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8

						産業部局		13		3		3		4		0		3

								100.0		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1

						その他		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-1.自動作成ツールを利用している方は誰ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		首長等		部局長級職員		課長級職員		係長級職員		主任級職員		主事級職員		その他

				全体				87		1		5		27		42		37		32		3

								100.0		1.1		5.7		31.0		48.3		42.5		36.8		3.4

				部門		環境部局		54		1		2		14		19		24		21		1

								100.0		1.9		3.7		25.9		35.2		44.4		38.9		1.9

						企画部局		23		0		2		7		15		9		9		1

								100.0		0.0		8.7		30.4		65.2		39.1		39.1		4.3

						産業部局		10		0		1		6		8		4		2		1

								100.0		0.0		10.0		60.0		80.0		40.0		20.0		10.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				全体				87		41		11		1		11		3		3		2		38

								100.0		47.1		12.6		1.1		12.6		3.4		3.4		2.3		43.7

				部門		環境部局		54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

						企画部局		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						産業部局		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				全体				49		41		11		1		11		3		3		2

								100.0		0.8367_xa		0.2245_xa		0.0204_xa		0.2245_xa		0.0612_xa		0.0612_xa		0.0408_xa

				部門		環境部局		25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画部局		16		14		3		0		2		0		1		2

								100.0		0.8750_xa		0.1875_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0625_xa		0.1250_xa

						産業部局		8		8		3		0		0		1		2		0

								100.0		1.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.1250_xa		0.2500_xa		0.0000_xa

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0



				Q4-3.出力した資料のどの部分を活用しましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の所得循環構造		地域の経済		地域のエネルギー消費		地域の概況

				全体				87		59		50		49		35

								100.0		67.8		57.5		56.3		40.2

				部門		環境部局		54		34		25		39		15

								100.0		63.0		46.3		72.2		27.8

						企画部局		23		17		15		8		16

								100.0		73.9		65.2		34.8		69.6

						産業部局		10		8		10		2		4

								100.0		80.0		100.0		20.0		40.0

						その他		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-5.自動作成ツールを活用する際に課題はありましたか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		出力した資料のレイアウトが見づらい		出力した資料の数値の見方が分からない		出力した資料の数値を見ても、具体的な課題が何なのか特定できない		出力した資料を見ても具体的な施策が立案できない		その他		課題はない

				全体				87		3		10		21		24		14		43

								100.0		3.4		11.5		24.1		27.6		16.1		49.4

				部門		環境部局		54		3		8		13		15		6		25

								100.0		5.6		14.8		24.1		27.8		11.1		46.3

						企画部局		23		0		1		4		6		5		13

								100.0		0.0		4.3		17.4		26.1		21.7		56.5

						産業部局		10		0		1		4		3		3		5

								100.0		0.0		10.0		40.0		30.0		30.0		50.0

						その他		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				225		110		41		3		46		48		26		23

								100.0		48.9		18.2		1.3		20.4		21.3		11.6		10.2

				部門		環境部局		148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

						企画部局		47		15		12		1		10		7		17		6

								100.0		31.9		25.5		2.1		21.3		14.9		36.2		12.8

						産業部局		28		11		5		0		2		11		7		1

								100.0		39.3		17.9		0.0		7.1		39.3		25.0		3.6

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				225		123		161		141		19		10

								100.0		54.7		71.6		62.7		8.4		4.4

				部門		環境部局		148		87		105		85		12		7

								100.0		58.8		70.9		57.4		8.1		4.7

						企画部局		47		24		34		36		5		1

								100.0		51.1		72.3		76.6		10.6		2.1

						産業部局		28		12		22		20		1		1

								100.0		42.9		78.6		71.4		3.6		3.6

						その他		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				全体				1273		175		1098

								100.0		13.7		86.3

				部門		環境部局		759		119		640

								100.0		15.7		84.3

						企画部局		254		26		228

								100.0		10.2		89.8

						産業部局		255		29		226

								100.0		11.4		88.6

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				全体				1273		244		434		472		123

								100.0		19.2		34.1		37.1		9.7

				部門		環境部局		759		71		212		361		115				0.372859025

								100.0		9.4		27.9		47.6		15.2

						企画部局		254		72		123		54		5				0.7677165354

								100.0		28.3		48.4		21.3		2.0

						産業部局		255		100		98		54		3				0.7764705882

								100.0		39.2		38.4		21.2		1.2

						その他		5		1		1		3		0

								100.0		20.0		20.0		60.0		0.0

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				全体				1273		350		923

								100.0		27.5		72.5

				部門		環境部局		759		92		667

								100.0		12.1		87.9

						企画部局		254		101		153

								100.0		39.8		60.2

						産業部局		255		156		99

								100.0		61.2		38.8

						その他		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				Q6-4.貴課（室）ではRESAS（地域経済分析システム）を知っていますか。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				全体				1273		657		616

								100.0		51.6		48.4

				部門		環境部局		759		233		526

								100.0		30.7		69.3

						企画部局		254		238		16

								100.0		93.7		6.3

						産業部局		255		183		72

								100.0		71.8		28.2

						その他		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

				Q6-2.貴課（室）ではどのように庁内の部局間連携をしていますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		普段から情報共有をしている		連携して施策を検討している		連携して施策を実施している		連携していない

				全体				1273		985		336		243		99

								100.0		77.4		26.4		19.1		7.8

				部門		環境部局		759		564		170		108		82

								100.0		74.3		22.4		14.2		10.8

						企画部局		254		210		106		75		6

								100.0		82.7		41.7		29.5		2.4

						産業部局		255		208		59		60		10

								100.0		81.6		23.1		23.5		3.9

						その他		5		3		1		0		1

								100.0		60.0		20.0		0.0		20.0

				Q3-2.自動作成ツールをダウンロードする際の課題はありましたか。

				SA

								ｎ		ある		ない

				全体				117		29		88

								100.0		24.8		75.2

				部門		環境部局		77		15		62

								100.0		19.5		80.5

						企画部局		27		11		16

								100.0		40.7		59.3

						産業部局		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0



				Q4-4.自動作成ツールを活用する際に有識者または関係団体の支援を受けましたか。

				SA

								ｎ		受けた		受けていない

				全体				87		5		82

								100.0		5.7		94.3

				部門		環境部局		54		2		52

								100.0		3.7		96.3

						企画部局		23		2		21

								100.0		8.7		91.3

						産業部局		10		1		9

								100.0		10.0		90.0

						その他		0		0		0

								0.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




部局×クロス軸×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		142		8		134

								100.0		5.6		94.4

						1～3万人未満		176		21		155

								100.0		11.9		88.1

						3～5万人未満		119		31		88

								100.0		26.1		73.9

						5～10万人未満		141		41		100

								100.0		29.1		70.9

						10～20万人未満		89		39		50

								100.0		43.8		56.2

						20～50万人未満		66		45		21

								100.0		68.2		31.8

						50万人以上		26		17		9

								100.0		65.4		34.6

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		17		5		12

								100.0		29.4		70.6

						指定都市		13		9		4

								100.0		69.2		30.8

						中核市		43		34		9

								100.0		79.1		20.9

						施行時特例市		17		10		7

								100.0		58.8		41.2

						その他の市		360		122		238

								100.0		33.9		66.1

						町村		309		22		287

								100.0		7.1		92.9

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		45		7		38

								100.0		15.6		84.4

						80以上90未満		283		67		216

								100.0		23.7		76.3

						90以上100未満		405		124		281

								100.0		30.6		69.4

						100以上110未満		21		4		17

								100.0		19.0		81.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		335		116		219

								100.0		34.6		65.4

						実施していない		424		86		338

								100.0		20.3		79.7

				地域経済循環の重視		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		92		40		52

								100.0		43.5		56.5

						企画又は実施していない		667		162		505

								100.0		24.3		75.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		119		61		58

								100.0		51.3		48.7

						実施していない		640		141		499

								100.0		22.0		78.0

				RESASの認知		知っている		233		137		96

								100.0		58.8		41.2

						知らない		526		65		461

								100.0		12.4		87.6

				部局間連携		普段から情報共有をしている		564		152		412

								100.0		27.0		73.0

						連携して施策を検討している		170		56		114

								100.0		32.9		67.1

						連携して施策を実施している		108		36		72

								100.0		33.3		66.7

						連携していない		82		15		67

								100.0		18.3		81.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・全体				254		70		184

								100.0		27.6		72.4

				S1.人口区分		1万人未満		45		11		34

								100.0		24.4		75.6

						1～3万人未満		47		7		40

								100.0		14.9		85.1

						3～5万人未満		31		11		20

								100.0		35.5		64.5

						5～10万人未満		53		20		33

								100.0		37.7		62.3

						10～20万人未満		36		5		31

								100.0		13.9		86.1

						20～50万人未満		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						50万人以上		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

				FLAG4		特別区		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						指定都市		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						中核市		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						施行時特例市		5		3		2

								100.0		60.0		40.0

						その他の市		122		38		84

								100.0		31.1		68.9

						町村		93		18		75

								100.0		19.4		80.6

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		14		3		11

								100.0		21.4		78.6

						80以上90未満		99		25		74

								100.0		25.3		74.7

						90以上100未満		131		41		90

								100.0		31.3		68.7

						100以上110未満		7		1		6

								100.0		14.3		85.7

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		201		55		146

								100.0		27.4		72.6

						実施していない		53		15		38

								100.0		28.3		71.7

				地域経済循環の重視		重視している		72		23		49

								100.0		31.9		68.1

						やや重視している		123		38		85

								100.0		30.9		69.1

						あまり重視していない		54		8		46

								100.0		14.8		85.2

						重視していない		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		101		29		72

								100.0		28.7		71.3

						企画又は実施していない		153		41		112

								100.0		26.8		73.2

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						実施していない		228		60		168

								100.0		26.3		73.7

				RESASの認知状況		知っている		238		68		170

								100.0		28.6		71.4

						知らない		16		2		14

								100.0		12.5		87.5

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		210		53		157

								100.0		25.2		74.8

						連携して施策を検討している		106		31		75

								100.0		29.2		70.8

						連携して施策を実施している		75		19		56

								100.0		25.3		74.7

						連携していない		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				産業部局・全体				255		38		217

								100.0		14.9		85.1

				S1.人口区分		1万人未満		42		1		41

								100.0		2.4		97.6

						1～3万人未満		47		6		41

								100.0		12.8		87.2

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		65		10		55

								100.0		15.4		84.6

						10～20万人未満		34		6		28

								100.0		17.6		82.4

						20～50万人未満		25		9		16

								100.0		36.0		64.0

						50万人以上		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

				FLAG4		特別区		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						指定都市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						中核市		17		4		13

								100.0		23.5		76.5

						施行時特例市		6		2		4

								100.0		33.3		66.7

						その他の市		130		24		106

								100.0		18.5		81.5

						町村		90		5		85

								100.0		5.6		94.4

				S2.財政区分		60未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						60以上70未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						70以上80未満		15		0		15

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		103		10		93

								100.0		9.7		90.3

						90以上100未満		128		28		100

								100.0		21.9		78.1

						100以上110未満		6		0		6

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		203		31		172

								100.0		15.3		84.7

						実施していない		52		7		45

								100.0		13.5		86.5

				地域経済循環の重視		重視している		100		20		80

								100.0		20.0		80.0

						やや重視している		98		12		86

								100.0		12.2		87.8

						あまり重視していない		54		6		48

								100.0		11.1		88.9

						重視していない		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		156		26		130

								100.0		16.7		83.3

						企画又は実施していない		99		12		87

								100.0		12.1		87.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						実施していない		226		28		198

								100.0		12.4		87.6

				RESASの認知状況		知っている		183		38		145

								100.0		20.8		79.2

						知らない		72		0		72

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		208		30		178

								100.0		14.4		85.6

						連携して施策を検討している		59		7		52

								100.0		11.9		88.1

						連携して施策を実施している		60		14		46

								100.0		23.3		76.7

						連携していない		10		0		10

								100.0		0.0		100.0

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				その他：・全体				5		2		3

								100.0		40.0		60.0

				S1.人口区分		1万人未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						町村		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						80以上90未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						90以上100未満		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						やや重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						あまり重視していない		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						企画又は実施していない		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				RESASの認知状況		知っている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						連携して施策を検討している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】重視×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				環境部局 カンキョウ ブキョク				759		202		557

								100.0		26.6		73.4

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		71		29		42

								100.0		40.8		59.2

						やや重視している		212		66		146

								100.0		31.1		68.9

						あまり重視していない		361		80		281

								100.0		22.2		77.8

						重視していない		115		27		88

								100.0		23.5		76.5



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境】人口×重視

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				環境部局 カンキョウ ブキョク				759		71		212		361		115

								100.0		9.4		27.9		47.6		15.2

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		142		13		43		62		24				578		198		0.3425605536

								100.0		9.2		30.3		43.7		16.9

						1～3万人未満		176		13		41		97		25

								100.0		7.4		23.3		55.1		14.2

						3～5万人未満		119		7		40		58		14

								100.0		5.9		33.6		48.7		11.8

						5～10万人未満		141		10		31		74		26

								100.0		7.1		22.0		52.5		18.4

						10～20万人未満		89		13		21		40		15				181		85		47.0%

								100.0		14.6		23.6		44.9		16.9

						20～50万人未満		66		7		22		27		10

								100.0		10.6		33.3		40.9		15.2

						50万人以上		26		8		14		3		1

								100.0		30.8		53.8		11.5		3.8



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境・認知】人口×重視

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-6.貴課（室）では域内での経済循環を促す事業を企画又は実施していますか。

				SA

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知っている				202		40		162

								100.0		19.8		80.2

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						3～5万人未満		31		4		27

								100.0		12.9		87.1

						5～10万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						10～20万人未満		39		6		33

								100.0		15.4		84.6

						20～50万人未満		45		10		35

								100.0		22.2		77.8

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

								ｎ		企画又は実施している		企画又は実施していない

				知らない・全体				557		52		505

								100.0		9.3		90.7

				S1.人口区分		1万人未満		134		12		122

								100.0		9.0		91.0

						1～3万人未満		155		8		147

								100.0		5.2		94.8

						3～5万人未満		88		12		76

								100.0		13.6		86.4

						5～10万人未満		100		9		91

								100.0		9.0		91.0

						10～20万人未満		50		4		46

								100.0		8.0		92.0

						20～50万人未満		21		3		18

								100.0		14.3		85.7

						50万人以上		9		4		5

								100.0		44.4		55.6

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-7.貴課（室）では所掌分野の施策を推進するにあたり、域内での経済循環を重視していますか。

				SA

								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知っている				202		29		66		80		27

								100.0		14.4		32.7		39.6		13.4

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		1		3		3		1

								100.0		12.5		37.5		37.5		12.5

						1～3万人未満		21		1		8		11		1

								100.0		4.8		38.1		52.4		4.8

						3～5万人未満		31		3		8		16		4

								100.0		9.7		25.8		51.6		12.9

						5～10万人未満		41		6		6		21		8

								100.0		14.6		14.6		51.2		19.5

						10～20万人未満		39		6		14		12		7

								100.0		15.4		35.9		30.8		17.9

						20～50万人未満		45		6		19		14		6

								100.0		13.3		42.2		31.1		13.3

						50万人以上		17		6		8		3		0

								100.0		35.3		47.1		17.6		0.0



								ｎ		重視している		やや重視している		あまり重視していない		重視していない

				知らない・全体				557		42		146		281		88

								100.0		7.5		26.2		50.4		15.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		134		12		40		59		23

								100.0		9.0		29.9		44.0		17.2

						1～3万人未満		155		12		33		86		24

								100.0		7.7		21.3		55.5		15.5

						3～5万人未満		88		4		32		42		10

								100.0		4.5		36.4		47.7		11.4

						5～10万人未満		100		4		25		53		18

								100.0		4.0		25.0		53.0		18.0

						10～20万人未満		50		7		7		28		8

								100.0		14.0		14.0		56.0		16.0

						20～50万人未満		21		1		3		13		4

								100.0		4.8		14.3		61.9		19.0

						50万人以上		9		2		6		0		1

								100.0		22.2		66.7		0.0		11.1

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q6-8.貴課（室）では地域循環共生圏の実現に向けた取組をしていますか。※地域循環共生圏とは、各地域が地域資源を生かして自立・分散型の社会を形成すると同時に、地域間で補完し支え合うという考え方。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		実施している		実施していない

				知っている				202		61		141

								100.0		30.2		69.8

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		0		8

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		21		1		20

								100.0		4.8		95.2

						3～5万人未満		31		7		24

								100.0		22.6		77.4

						5～10万人未満		41		9		32

								100.0		22.0		78.0

						10～20万人未満		39		16		23

								100.0		41.0		59.0

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		13		4

								100.0		76.5		23.5

								ｎ		実施している		実施していない

				知らない・全体				557		58		499

								100.0		10.4		89.6

				S1.人口区分		1万人未満		134		8		126

								100.0		6.0		94.0

						1～3万人未満		155		12		143

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		88		7		81

								100.0		8.0		92.0

						5～10万人未満		100		14		86

								100.0		14.0		86.0

						10～20万人未満		50		9		41

								100.0		18.0		82.0

						20～50万人未満		21		5		16

								100.0		23.8		76.2

						50万人以上		9		3		6

								100.0		33.3		66.7



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【環境・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				71		29		42

								100.0		40.8		59.2

				S1.人口区分		1万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

						5～10万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						10～20万人未満		13		6		7

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		7		6		1

								100.0		85.7		14.3

						50万人以上		8		6		2

								100.0		75.0		25.0

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				212		66		146

								100.0		31.1		68.9

				S1.人口区分		1万人未満		43		3		40

								100.0		7.0		93.0

						1～3万人未満		41		8		33

								100.0		19.5		80.5

						3～5万人未満		40		8		32

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		31		6		25

								100.0		19.4		80.6

						10～20万人未満		21		14		7

								100.0		66.7		33.3

						20～50万人未満		22		19		3

								100.0		86.4		13.6

						50万人以上		14		8		6

								100.0		57.1		42.9



								ｎ		知っている		知らない

				環境部局・重視している＆やや重視している カンキョウ ブキョク ジュウシ				283		95		188

								100.0		0.3357_xa		0.6643_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		56		4		52

								100.0		0.0714_xa		0.9286_xa				36

						1～3万人未満		54		9		45				0.3789473684

								100.0		0.1667_xa		0.8333_xa

						3～5万人未満		47		11		36

								100.0		0.2340_xa		0.7660_xa

						5～10万人未満		41		12		29				59

								100.0		0.2927_xa		0.7073_xa				62.1052631578947000%

						10～20万人未満		34		20		14

								100.0		0.5882_xa		0.4118_xa

						20～50万人未満		29		25		4

								100.0		0.8621_xa		0.1379_xa

						50万人以上		22		14		8

								100.0		0.6364_xa		0.3636_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				361		80		281

								100.0		22.2		77.8

				S1.人口区分		1万人未満		62		3		59

								100.0		4.8		95.2

						1～3万人未満		97		11		86

								100.0		11.3		88.7

						3～5万人未満		58		16		42

								100.0		27.6		72.4

						5～10万人未満		74		21		53

								100.0		28.4		71.6

						10～20万人未満		40		12		28

								100.0		30.0		70.0

						20～50万人未満		27		14		13

								100.0		51.9		48.1

						50万人以上		3		3		0

								100.0		100.0		0.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				115		27		88				0.224789916

								100.0		23.5		76.5

				S1.人口区分		1万人未満		24		1		23

								100.0		4.2		95.8

						1～3万人未満		25		1		24

								100.0		4.0		96.0

						3～5万人未満		14		4		10

								100.0		28.6		71.4

						5～10万人未満		26		8		18

								100.0		30.8		69.2

						10～20万人未満		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

						20～50万人未満		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						50万人以上		1		0		1

								100.0		0.0		100.0



【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【企画・重視】人口×認知

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [企画部局 : Q1S2 OR 2]

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				重視している・全体				72		23		49

								100.0		31.9		68.1

				S1.人口区分		1万人未満		8		3		5

								100.0		37.5		62.5

						1～3万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						3～5万人未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						5～10万人未満		15		8		7

								100.0		53.3		46.7

						10～20万人未満		13		3		10

								100.0		23.1		76.9

						20～50万人未満		8		5		3

								100.0		62.5		37.5

						50万人以上		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

								ｎ		知っている		知らない

				やや重視している・全体				123		38		85

								100.0		30.9		69.1

				S1.人口区分		1万人未満		24		6		18

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		19		5		14

								100.0		26.3		73.7

						3～5万人未満		16		8		8

								100.0		50.0		50.0

						5～10万人未満		26		10		16

								100.0		38.5		61.5

						10～20万人未満		15		1		14

								100.0		6.7		93.3

						20～50万人未満		15		4		11

								100.0		26.7		73.3

						50万人以上		8		4		4

								100.0		50.0		50.0



								ｎ		知っている		知らない

				企画部局・重視している＆やや重視している キカク				123		61		134

								100.0		0.4959_xa		1.0894_xa

				S1.人口区分		1万人未満		24		9		23

								100.0		0.3750_xa		0.9583_xa

						1～3万人未満		19		6		28

								100.0		0.3158_xa		1.4737_xa

						3～5万人未満		16		10		16

								100.0		0.6250_xa		1.0000_xa

						5～10万人未満		26		18		23

								100.0		0.6923_xa		0.8846_xa

						10～20万人未満		15		4		24

								100.0		0.2667_xa		1.6000_xa

						20～50万人未満		15		9		14

								100.0		0.6000_xa		0.9333_xa

						50万人以上		8		5		6

								100.0		0.6250_xa		0.7500_xa

				Q1-5.貴課（室）では地域経済循環分析自動作成ツール（以下、「自動作成ツール」といいます。）を知っていますか。※地域経済循環分析自動作成ツールとは、環境省が提供する、下記のようなパワーポイントを自動で作成するツールです。※［画像を拡大］をクリックしていただくと拡大してご覧いただけます。

				SA

								ｎ		知っている		知らない

				あまり重視していない・全体				54		8		46

								100.0		14.8		85.2

				S1.人口区分		1万人未満		12		2		10

								100.0		16.7		83.3

						1～3万人未満		13		1		12

								100.0		7.7		92.3

						3～5万人未満		4		0		4

								100.0		0.0		100.0

						5～10万人未満		9		2		7

								100.0		22.2		77.8

						10～20万人未満		8		1		7

								100.0		12.5		87.5

						20～50万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

								ｎ		知っている		知らない

				重視していない・全体				5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		1		1		0

								100.0		100.0		0.0

						5～10万人未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0
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部局×クロス軸×DL

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				環境部局				202		77		125

								100.0		38.1		61.9

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						1～3万人未満		21		6		15

								100.0		28.6		71.4

						3～5万人未満		31		8		23

								100.0		25.8		74.2

						5～10万人未満		41		19		22

								100.0		46.3		53.7

						10～20万人未満		39		18		21

								100.0		46.2		53.8

						20～50万人未満		45		15		30

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		17		9		8

								100.0		52.9		47.1

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

						指定都市		9		5		4

								100.0		55.6		44.4

						中核市		34		12		22

								100.0		35.3		64.7

						施行時特例市		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						その他の市		122		50		72

								100.0		41.0		59.0

						町村		22		6		16

								100.0		27.3		72.7

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						80以上90未満		67		28		39

								100.0		41.8		58.2

						90以上100未満		124		45		79

								100.0		36.3		63.7

						100以上110未満		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		116		48		68

								100.0		41.4		58.6

						実施していない		86		29		57

								100.0		33.7		66.3

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		29		12		17

								100.0		41.4		58.6

						やや重視している		66		25		41

								100.0		37.9		62.1

						あまり重視していない		80		33		47

								100.0		41.3		58.8

						重視していない		27		7		20

								100.0		25.9		74.1

				域内経済循環を促す事業の企画・実施 イキナイ		企画又は実施している		40		21		19

								100.0		52.5		47.5

						企画又は実施していない		162		56		106

								100.0		34.6		65.4

				地域循環共生圏の取組		実施している		61		30		31

								100.0		49.2		50.8

						実施していない		141		47		94

								100.0		33.3		66.7

				RESASの認知		知っている		137		57		80

								100.0		41.6		58.4

						知らない		65		20		45

								100.0		30.8		69.2

				部局間連携		普段から情報共有をしている		152		54		98

								100.0		35.5		64.5

						連携して施策を検討している		56		29		27

								100.0		51.8		48.2

						連携して施策を実施している		36		17		19

								100.0		47.2		52.8

						連携していない		15		7		8

								100.0		46.7		53.3

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				企画部局・全体				70		27		43

								100.0		38.6		61.4

				S1.人口区分		1万人未満		11		2		9

								100.0		18.2		81.8

						1～3万人未満		7		0		7

								100.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		11		4		7

								100.0		36.4		63.6

						5～10万人未満		20		11		9

								100.0		55.0		45.0

						10～20万人未満		5		4		1

								100.0		80.0		20.0

						20～50万人未満		10		3		7

								100.0		30.0		70.0

						50万人以上		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		3		1		2

								100.0		33.3		66.7

						中核市		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						施行時特例市		3		2		1

								100.0		66.7		33.3

						その他の市		38		20		18

								100.0		52.6		47.4

						町村		18		2		16

								100.0		11.1		88.9

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		3		0		3

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		25		13		12

								100.0		52.0		48.0

						90以上100未満		41		14		27

								100.0		34.1		65.9

						100以上110未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		55		21		34

								100.0		38.2		61.8

						実施していない		15		6		9

								100.0		40.0		60.0

				地域経済循環の重視		重視している		23		13		10

								100.0		56.5		43.5

						やや重視している		38		12		26

								100.0		31.6		68.4

						あまり重視していない		8		2		6

								100.0		25.0		75.0

						重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		29		10		19

								100.0		34.5		65.5

						企画又は実施していない		41		17		24

								100.0		41.5		58.5

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						実施していない		60		23		37

								100.0		38.3		61.7

				RESASの認知状況		知っている		68		27		41

								100.0		39.7		60.3

						知らない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		53		23		30

								100.0		43.4		56.6

						連携して施策を検討している		31		12		19

								100.0		38.7		61.3

						連携して施策を実施している		19		9		10

								100.0		47.4		52.6

						連携していない		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				産業部局・全体				38		13		25

								100.0		34.2		65.8

				S1.人口区分		1万人未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		6		3		3

								100.0		50.0		50.0

						3～5万人未満		4		1		3

								100.0		25.0		75.0

						5～10万人未満		10		4		6

								100.0		40.0		60.0

						10～20万人未満		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						20～50万人未満		9		3		6

								100.0		33.3		66.7

						50万人以上		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

				FLAG4		特別区		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						指定都市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						中核市		4		2		2

								100.0		50.0		50.0

						施行時特例市		2		1		1

								100.0		50.0		50.0

						その他の市		24		8		16

								100.0		33.3		66.7

						町村		5		1		4

								100.0		20.0		80.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		10		2		8

								100.0		20.0		80.0

						90以上100未満		28		11		17

								100.0		39.3		60.7

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		31		10		21

								100.0		32.3		67.7

						実施していない		7		3		4

								100.0		42.9		57.1

				地域経済循環の重視		重視している		20		7		13

								100.0		35.0		65.0

						やや重視している		12		5		7

								100.0		41.7		58.3

						あまり重視していない		6		1		5

								100.0		16.7		83.3

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		26		9		17

								100.0		34.6		65.4

						企画又は実施していない		12		4		8

								100.0		33.3		66.7

				地域循環共生圏の取組		実施している		10		6		4

								100.0		60.0		40.0

						実施していない		28		7		21

								100.0		25.0		75.0

				RESASの認知状況		知っている		38		13		25

								100.0		34.2		65.8

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		30		10		20

								100.0		33.3		66.7

						連携して施策を検討している		7		2		5

								100.0		28.6		71.4

						連携して施策を実施している		14		7		7

								100.0		50.0		50.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				Q2-6.自動作成ツールをダウンロードしていますか。

				SA

								ｎ		ダウンロードしている		ダウンロードしていない

				その他：・全体				2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S1.人口区分		1万人未満		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						町村		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						80以上90未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						100以上110未満		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域経済循環の重視		重視している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						やや重視している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						重視していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

						企画又は実施していない		1		0		1

								100.0		0.0		100.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						実施していない		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

				RESASの認知状況		知っている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						知らない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		2		0		2

								100.0		0.0		100.0

						連携して施策を検討している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0

								0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0

								0.0		0.0		0.0
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【環境】重視×DLしていない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他：

				全体				148		84		24		1		33		29		2		16

								100.0		56.8		16.2		0.7		22.3		19.6		1.4		10.8

				地域経済循環の重視		重視している		19		9		5		0		1		1		0		5

								100.0		47.4		26.3		0.0		5.3		5.3		0.0		26.3

						やや重視している		48		22		9		1		12		10		1		3

								100.0		45.8		18.8		2.1		25.0		20.8		2.1		6.3

						あまり重視していない		57		40		8		0		15		11		0		6

								100.0		70.2		14.0		0.0		26.3		19.3		0.0		10.5

						重視していない		24		13		2		0		5		7		1		2

								100.0		54.2		8.3		0.0		20.8		29.2		4.2		8.3

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1]

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				ダウンロードしたものの、利用できていない・全体				23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

				地域経済循環の重視		重視している		2		1		1		0		0		0		0		0

								100.0		50.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		7		5		1		0		1		1		0		0

								100.0		71.4		14.3		0.0		14.3		14.3		0.0		0.0

						あまり重視していない		10		6		1		0		2		0		0		4

								100.0		60.0		10.0		0.0		20.0		0.0		0.0		40.0

						重視していない		4		0		1		0		2		0		0		1

								100.0		0.0		25.0		0.0		50.0		0.0		0.0		25.0

				絞込み条件 [環境部局 : Q1S2 OR 1] ダウンロードしていない

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				環境部局・ダウンロードしていない カンキョウ ブキョク				125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		0.5760000_xa_xa		0.1600000_xa_xa		0.0080000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.2240000_xa_xa		0.0160000_xa_xa		0.0880000_xa_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		17		8		4		0		1		1		0		5						43.1034482758621000%

								100.0		0.4705882_xa_xa		0.2352941_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0588235_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2941176_xa_xa

						やや重視している		41		17		8		1		11		9		1		3

								100.0		0.4146341_xa_xa		0.1951220_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.2682927_xa_xa		0.2195122_xa_xa		0.0243902_xa_xa		0.0731707_xa_xa

						あまり重視していない		47		34		7		0		13		11		0		2

								100.0		0.7234043_xa_xa		0.1489362_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.2765957_xa_xa		0.2340426_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.0425532_xa_xa

						重視していない		20		13		1		0		3		7		1		1

								100.0		0.6500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0000000_xa_xa		0.1500000_xa_xa		0.3500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa		0.0500000_xa_xa
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【未DL団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				195		97		36		3		41		45		24		16

								100.0		49.7		18.5		1.5		21.0		23.1		12.3		8.2

				部門 ブモン		環境部局		125		72		20		1		28		28		2		11

								100.0		57.6		16.0		0.8		22.4		22.4		1.6		8.8

						企画部局		43		14		11		1		10		6		16		5

								100.0		32.6		25.6		2.3		23.3		14.0		37.2		11.6

						産業部局		25		11		5		0		2		10		6		0

								100.0		44.0		20.0		0.0		8.0		40.0		24.0		0.0

						その他		2		0		0		1		1		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		50.0		50.0		50.0		0.0		0.0





【200306-2】自治体向けシステムレンタル_除外サンプル有 ( &P / &N )	




【未活用団体】部門×活用していない理由

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-1.自動作成ツールを活用できていない理由は何ですか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		今のところ、活用する目的がない		自動作成ツールの使い方が分からない		自動作成ツールに必要な機能がない		活用する時間がない		システム上ダウンロードが容易でない		RESASで足りている		その他

				全体				30		13		5		0		5		3		2		7

								100.0		43.3		16.7		0.0		16.7		10.0		6.7		23.3

				部門 ブモン		環境部局		23		12		4		0		5		1		0		5

								100.0		52.2		17.4		0.0		21.7		4.3		0.0		21.7

						企画部局		4		1		1		0		0		1		1		1

								100.0		25.0		25.0		0.0		0.0		25.0		25.0		25.0

						産業部局		3		0		0		0		0		1		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		33.3		33.3

						その他		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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【未活用団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				30		13		24		17		4		0

								100.0		43.3		80.0		56.7		13.3		0.0

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		23		11		18		13		3		0

								100.0		47.8		78.3		56.5		13.0		0.0

						企画部局 キカク ブキョク		4		2		3		2		1		0

								100.0		50.0		75.0		50.0		25.0		0.0

						産業部局 サンギョウ ブキョク		3		0		3		2		0		0

								100.0		0.0		100.0		66.7		0.0		0.0

						その他 タ		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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【未DL団体】部門×活用できる部局

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q5-2.貴団体において、どの部局が自動作成ツールを活用できると思いますか。（複数回答可）

				MA

								ｎ		環境部局		企画部局		産業部局		その他		活用できそうな部局はない

				全体				195		110		137		124		15		10

								100.0		56.4		70.3		63.6		7.7		5.1

				部門 ブモン		環境部局 カンキョウ ブキョク		125		76		87		72		9		7

								100.0		60.8		69.6		57.6		7.2		5.6

						企画部局 キカク ブキョク		43		22		31		34		4		1

								100.0		51.2		72.1		79.1		9.3		2.3

						産業部局 サンギョウ ブキョク		25		12		19		18		1		1

								100.0		48.0		76.0		72.0		4.0		4.0

						その他 タ		2		0		0		0		1		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		50.0
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部局×クロス軸×活用

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				環境部局				54		19		5		1		9		2		0		0		29

								100.0		35.2		9.3		1.9		16.7		3.7		0.0		0.0		53.7

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						1～3万人未満		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						3～5万人未満		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						5～10万人未満		13		4		1		0		1		0		0		0		8

								100.0		30.8		7.7		0.0		7.7		0.0		0.0		0.0		61.5

						10～20万人未満		14		7		2		0		3		2		0		0		5

								100.0		50.0		14.3		0.0		21.4		14.3		0.0		0.0		35.7

						20～50万人未満		11		4		1		0		2		0		0		0		6

								100.0		36.4		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		0.0		54.5

						50万人以上		7		2		1		1		3		0		0		0		3

								100.0		28.6		14.3		14.3		42.9		0.0		0.0		0.0		42.9

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		4		2		1		1		2		0		0		0		1

								100.0		50.0		25.0		25.0		50.0		0.0		0.0		0.0		25.0

						中核市		11		2		1		0		3		0		0		0		7

								100.0		18.2		9.1		0.0		27.3		0.0		0.0		0.0		63.6

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		34		14		3		0		4		2		0		0		17

								100.0		41.2		8.8		0.0		11.8		5.9		0.0		0.0		50.0

						町村		4		0		0		0		0		0		0		0		4

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		2		1		0		0		0		1		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		50.0

						80以上90未満		18		4		2		0		1		1		0		0		13

								100.0		22.2		11.1		0.0		5.6		5.6		0.0		0.0		72.2

						90以上100未満		32		14		3		1		7		0		0		0		14

								100.0		43.8		9.4		3.1		21.9		0.0		0.0		0.0		43.8

						100以上110未満		2		0		0		0		1		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		37		13		4		1		8		1		0		0		19

								100.0		35.1		10.8		2.7		21.6		2.7		0.0		0.0		51.4

						実施していない		17		6		1		0		1		1		0		0		10

								100.0		35.3		5.9		0.0		5.9		5.9		0.0		0.0		58.8

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		10		6		2		1		2		0		0		0		4

								100.0		60.0		20.0		10.0		20.0		0.0		0.0		0.0		40.0

						やや重視している		18		5		2		0		5		2		0		0		9

								100.0		27.8		11.1		0.0		27.8		11.1		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		23		8		1		0		2		0		0		0		13

								100.0		34.8		4.3		0.0		8.7		0.0		0.0		0.0		56.5

						重視していない		3		0		0		0		0		0		0		0		3

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		18		9		2		1		5		1		0		0		6

								100.0		50.0		11.1		5.6		27.8		5.6		0.0		0.0		33.3

						企画又は実施していない		36		10		3		0		4		1		0		0		23

								100.0		27.8		8.3		0.0		11.1		2.8		0.0		0.0		63.9

				地域循環共生圏の取組		実施している		26		12		3		1		7		2		0		0		10

								100.0		46.2		11.5		3.8		26.9		7.7		0.0		0.0		38.5

						実施していない		28		7		2		0		2		0		0		0		19

								100.0		25.0		7.1		0.0		7.1		0.0		0.0		0.0		67.9

				RESASの認知		知っている		42		14		5		1		6		2		0		0		25

								100.0		33.3		11.9		2.4		14.3		4.8		0.0		0.0		59.5

						知らない		12		5		0		0		3		0		0		0		4

								100.0		41.7		0.0		0.0		25.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				部局間連携		普段から情報共有をしている		38		12		4		0		6		2		0		0		21

								100.0		31.6		10.5		0.0		15.8		5.3		0.0		0.0		55.3

						連携して施策を検討している		20		8		2		1		5		1		0		0		9

								100.0		40.0		10.0		5.0		25.0		5.0		0.0		0.0		45.0

						連携して施策を実施している		9		4		2		1		2		1		0		0		4

								100.0		44.4		22.2		11.1		22.2		11.1		0.0		0.0		44.4

						連携していない		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握		施策立案		予算要求資料の作成		補助金等の申請		議会への説明		住民への説明		その他

				環境部局				25		19		5		1		9		2		0		0

								100.0		0.7600_xa		0.2000_xa		0.0400_xa		0.3600_xa		0.0800_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				人口規模 ジンコウ キボ		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						5～10万人未満		5		4		1		0		1		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						10～20万人未満		9		7		2		0		3		2		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.3333_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						20～50万人未満		5		4		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						50万人以上		4		2		1		1		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.2500_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地方公共団体の区分 チホウ コウキョウ ダンタイ クブン		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		3		2		1		1		2		0		0		0

								100.0		0.6667_xa		0.3333_xa		0.3333_xa		0.6667_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						中核市		4		2		1		0		3		0		0		0

								100.0		0.5000_xa		0.2500_xa		0.0000_xa		0.7500_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						施行時特例市		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						その他の市		17		14		3		0		4		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.1765_xa		0.0000_xa		0.2353_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				経常収支比率 ケイジョウ シュウシ ヒリツ		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		1		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						80以上90未満		5		4		2		0		1		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						90以上100未満		18		14		3		1		7		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.1667_xa		0.0556_xa		0.3889_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						100以上110未満		1		0		0		0		1		0		0		0

								100.0		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				直近3か年における新規施策の実施		実施している		18		13		4		1		8		1		0		0

								100.0		0.7222_xa		0.2222_xa		0.0556_xa		0.4444_xa		0.0556_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		7		6		1		0		1		1		0		0

								100.0		0.8571_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.1429_xa		0.1429_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		6		6		2		1		2		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.3333_xa		0.1667_xa		0.3333_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						やや重視している		9		5		2		0		5		2		0		0

								100.0		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.5556_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						あまり重視していない		10		8		1		0		2		0		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.1000_xa		0.0000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		12		9		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1667_xa		0.0833_xa		0.4167_xa		0.0833_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						企画又は実施していない		13		10		3		0		4		1		0		0

								100.0		0.7692_xa		0.2308_xa		0.0000_xa		0.3077_xa		0.0769_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				地域循環共生圏の取組		実施している		16		12		3		1		7		2		0		0

								100.0		0.7500_xa		0.1875_xa		0.0625_xa		0.4375_xa		0.1250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						実施していない		9		7		2		0		2		0		0		0

								100.0		0.7778_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.2222_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				RESASの認知		知っている		17		14		5		1		6		2		0		0

								100.0		0.8235_xa		0.2941_xa		0.0588_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						知らない		8		5		0		0		3		0		0		0

								100.0		0.6250_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.3750_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

				部局間連携		普段から情報共有をしている		17		12		4		0		6		2		0		0

								100.0		0.7059_xa		0.2353_xa		0.0000_xa		0.3529_xa		0.1176_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を検討している		11		8		2		1		5		1		0		0

								100.0		0.7273_xa		0.1818_xa		0.0909_xa		0.4545_xa		0.0909_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携して施策を実施している		5		4		2		1		2		1		0		0

								100.0		0.8000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.4000_xa		0.2000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa

						連携していない		2		2		0		0		0		0		0		0

								100.0		1.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa		0.0000_xa



				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				企画部局・全体				23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

				S1.人口区分		1万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		3		3		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		9		5		1		0		2		0		0		1		3

								100.0		55.6		11.1		0.0		22.2		0.0		0.0		11.1		33.3

						10～20万人未満		4		2		1		0		0		0		1		0		2

								100.0		50.0		25.0		0.0		0.0		0.0		25.0		0.0		50.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						50万人以上		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						施行時特例市		2		1		0		0		0		0		0		1		0

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0

						その他の市		16		10		3		0		2		0		1		1		5

								100.0		62.5		18.8		0.0		12.5		0.0		6.3		6.3		31.3

						町村		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		11		7		2		0		1		0		1		0		3

								100.0		63.6		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		0.0		27.3

						90以上100未満		12		7		1		0		1		0		0		2		4

								100.0		58.3		8.3		0.0		8.3		0.0		0.0		16.7		33.3

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		17		12		3		0		2		0		1		1		4

								100.0		70.6		17.6		0.0		11.8		0.0		5.9		5.9		23.5

						実施していない		6		2		0		0		0		0		0		1		3

								100.0		33.3		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		16.7		50.0

				地域経済循環の重視		重視している		11		6		1		0		2		0		0		2		3

								100.0		54.5		9.1		0.0		18.2		0.0		0.0		18.2		27.3

						やや重視している		11		7		2		0		0		0		1		0		4

								100.0		63.6		18.2		0.0		0.0		0.0		9.1		0.0		36.4

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		9		5		2		0		2		0		1		1		3

								100.0		55.6		22.2		0.0		22.2		0.0		11.1		11.1		33.3

						企画又は実施していない		14		9		1		0		0		0		0		1		4

								100.0		64.3		7.1		0.0		0.0		0.0		0.0		7.1		28.6

				地域循環共生圏の取組		実施している		3		2		2		0		2		0		1		1		0

								100.0		66.7		66.7		0.0		66.7		0.0		33.3		33.3		0.0

						実施していない		20		12		1		0		0		0		0		1		7

								100.0		60.0		5.0		0.0		0.0		0.0		0.0		5.0		35.0

				RESASの認知状況		知っている		23		14		3		0		2		0		1		2		7

								100.0		60.9		13.0		0.0		8.7		0.0		4.3		8.7		30.4

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		20		14		3		0		1		0		1		1		6

								100.0		70.0		15.0		0.0		5.0		0.0		5.0		5.0		30.0

						連携して施策を検討している		11		5		2		0		1		0		1		1		4

								100.0		45.5		18.2		0.0		9.1		0.0		9.1		9.1		36.4

						連携して施策を実施している		8		4		1		0		1		0		0		1		2

								100.0		50.0		12.5		0.0		12.5		0.0		0.0		12.5		25.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				産業部局・全体				10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		3		2		1		0		0		0		1		0		1

								100.0		66.7		33.3		0.0		0.0		0.0		33.3		0.0		33.3

						3～5万人未満		1		1		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		3		3		1		0		0		1		1		0		0

								100.0		100.0		33.3		0.0		0.0		33.3		33.3		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		2		1		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						50万人以上		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						その他の市		6		6		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		16.7		33.3		0.0		0.0

						町村		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		1		0		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		100.0

						90以上100未満		9		8		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		88.9		33.3		0.0		0.0		11.1		22.2		0.0		11.1

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		8		6		2		0		0		1		2		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		25.0		0.0		25.0

						実施していない		2		2		1		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		5		5		3		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		60.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						やや重視している		4		2		0		0		0		0		0		0		2

								100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		50.0

						あまり重視していない		1		1		0		0		0		0		0		0		0

								100.0		100.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		7		6		3		0		0		1		2		0		1

								100.0		85.7		42.9		0.0		0.0		14.3		28.6		0.0		14.3

						企画又は実施していない		3		2		0		0		0		0		0		0		1

								100.0		66.7		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3

				地域循環共生圏の取組		実施している		5		5		2		0		0		1		2		0		0

								100.0		100.0		40.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		0.0

						実施していない		5		3		1		0		0		0		0		0		2

								100.0		60.0		20.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		40.0

				RESASの認知状況		知っている		10		8		3		0		0		1		2		0		2

								100.0		80.0		30.0		0.0		0.0		10.0		20.0		0.0		20.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		8		6		2		0		0		1		0		0		2

								100.0		75.0		25.0		0.0		0.0		12.5		0.0		0.0		25.0

						連携して施策を検討している		2		2		1		0		0		0		1		0		0

								100.0		100.0		50.0		0.0		0.0		0.0		50.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		5		4		1		0		0		1		2		0		1

								100.0		80.0		20.0		0.0		0.0		20.0		40.0		0.0		20.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q4-2.自動作成ツールをどのような場面で活用していますか。また、選択した各場面について、それぞれ具体的な活用内容をご記入ください。（複数回答可）

				MA

								ｎ		地域の現状分析や課題把握：		施策立案：		予算要求資料の作成：		補助金等の申請：		議会への説明：		住民への説明：		その他：		利用しただけで、業務への活用は行っていない

				その他：・全体				0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S1.人口区分		1万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						1～3万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						3～5万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						5～10万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						10～20万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						20～50万人未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						50万人以上		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				FLAG4		特別区		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						指定都市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						中核市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						施行時特例市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						その他の市		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						町村		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				S2.財政区分		60未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						60以上70未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						70以上80未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						80以上90未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						90以上100未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						100以上110未満		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				直近3か年における新規施策の実施状況		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環を促す事業の企画・実施		企画又は実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						企画又は実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域循環共生圏の取組		実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						実施していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				RESASの認知状況		知っている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						知らない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				部局間連携の状況		普段から情報共有をしている		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を検討している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携して施策を実施している		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						連携していない		0		0		0		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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部局×重視×利用程度

				■クロス集計表(n%表)				＊■は全体＋10ポイント以上、■は＋5ポイント以上、■は－10ポイント以下、■は－5ポイント以下

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他		ダウンロードしたものの、利用できていない

				環境部局				77		20		22		9		3		23

								100.0		26.0		28.6		11.7		3.9		29.9

				域内経済循環の重視 イキナイ		重視している		12		5		3		2		0		2

								100.0		41.7		25.0		16.7		0.0		16.7

						やや重視している		25		7		5		3		3		7

								100.0		28.0		20.0		12.0		12.0		28.0

						あまり重視していない		33		5		14		4		0		10

								100.0		15.2		42.4		12.1		0.0		30.3

						重視していない		7		3		0		0		0		4

								100.0		42.9		0.0		0.0		0.0		57.1



								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他：		ダウンロードしたものの、利用できていない

				企画部局・全体				27		8		10		5		0		4

								100.0		29.6		37.0		18.5		0.0		14.8

				地域経済循環の重視		重視している		13		3		7		1		0		2

								100.0		23.1		53.8		7.7		0.0		15.4

						やや重視している		12		5		3		3		0		1

								100.0		41.7		25.0		25.0		0.0		8.3

						あまり重視していない		2		0		0		1		0		1

								100.0		0.0		0.0		50.0		0.0		50.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				Q3-3.自動作成ツールをどの程度利用していますか。

				SA

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他：		ダウンロードしたものの、利用できていない

				産業部局・全体				13		3		3		4		0		3

								100.0		23.1		23.1		30.8		0.0		23.1

				地域経済循環の重視		重視している		7		1		1		3		0		2

								100.0		14.3		14.3		42.9		0.0		28.6

						やや重視している		5		2		2		0		0		1

								100.0		40.0		40.0		0.0		0.0		20.0

						あまり重視していない		1		0		0		1		0		0

								100.0		0.0		0.0		100.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

								ｎ		出力した資料を見たことがある者がいる		出力した資料を課内で供覧した		出力した資料を課の業務に用いた		その他：		ダウンロードしたものの、利用できていない

				その他：・全体				0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

				地域経済循環の重視		重視している		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						やや重視している		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						あまり重視していない		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0

						重視していない		0		0		0		0		0		0

								0.0		0.0		0.0		0.0		0.0		0.0
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